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　昨年の近江八幡市内の事故発生件数は 159 件（前年比 -97 件）、死者４人、

負傷者は 200 人（重傷 18 人・軽傷 182 人）となっており、前年よりも減少

していますが、交通死亡事故や重傷事故の割合は高くなっています。

　近江八幡市の交通事故の特徴として、50 代の人の交通事故が最も多く、事

故原因として動静不注視が一番の原因となっているため、周囲の車の動きに注

意した運転を心掛けてください。

　また、あの車は止まってくれるだろう、あの歩行者は道路を横断しないだろ

うといった「だろう運転」は事故を起こしやすいので、あの車は止まってくれ

ないかもしれない、あの歩行者は道路を横断するかもしれないといった「かも

しれない運転」を心掛けたうえで、安全確認をしっかりと行い、悲惨な交通事

故を１件でも減らしましょう。

　昨年一年間の市内での事故発生状況をご存じですか。件数は前年より減少していますが、依然として悲惨な交通事故が後を絶ち

ません。自動車・バイクなどの運転者だけでなく、自転車利用者や歩行者も交通ルールやマナーをしっかり守り、お互いを思いや

る気持ちやゆとりを持って、日頃から交通安全を心掛けましょう。
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企
業
に
お
け
る
安
全
運
転
管
理
の
充
実
を
図

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
す
る
近
江

八
幡
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
会
。
県
内
に
12

地
区
あ
る
中
の
一
つ
で
、
道
路
交
通
法
に
基
づ

き
選
任
さ
れ
た
安
全
運
転
管
理
者
が
参
加
し
、

近
江
八
幡
警
察
署
管
内
（
本
市
と
竜
王
町
）
で

は
１
９
４
の
事
業
者
が
入
会
し
て
い
ま
す
。

　
「
行
政
や
警
察
署
、
近
江
八
幡
地
区
交
通
安
全

協
会
と
で
組
織
す
る
近
江
八
幡
地
区
交
通
安
全
対

策
会
議
の
活
動
が
中
心
と
な
り
ま
す
」
と
話
す
西

野
さ
ん
は
、
近
江
八
幡
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協

会
の
会
長
と
な
り
今
年
で
18
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

春
の
交
通
安
全
運
動
期
間
に
は
、
各
事
業
所

前
で
出
勤
時
間
帯
に
旗
を
持
っ
て
啓
発
し
ま

す
。
ま
た
、
各
事
業
所
に
入
社
し
た
新
入
社
員

を
対
象
に
、「
ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
・
セ
ー
フ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
。
近
江
八
幡
自
動

車
教
習
所
で
、
教
習
所
の
教
官
、
警
察
署
職
員

に
よ
る
講
義
や
路
上
教
習
を
受
講
す
る
こ
と
に

よ
り
、
改
め
て
、
交
通
ル
ー
ル
の
確
認
と
交
通

安
全
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

　昭和 49 年、近江八幡地区交通安全協会
に入会。以降、会社を経営する傍ら、交通
安全の啓発に取り組み、48 年目を迎える。
平成 11 年から同協会副会長、平成 20 年
には同協会会長に就任。平成 29 年から滋
賀県交通安全協会の副会長も務める。

　会社役員を務める傍ら、平成 15 年か
ら同協会会長となり、今年で 18 年目を
迎える。平成元年から安全運転管理者。
平成 20 年からは滋賀県安全管理者協会
の副会長も務める。

　

ま
た
、
他
県
の
安
全
運
転
管
理
者
協
会
を
訪

問
し
た
り
、
県
内
外
の
体
験
型
施
設
で
の
交
通

研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、
交
通
安
全
へ
の
知
識

を
深
め
て
い
ま
す
。

　

近
江
八
幡
地
区
交
通
安
全
協
会
と
と
も
に
、

秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
開
催
さ
れ
る
近

江
八
幡
地
区
交
通
安
全
フ
ェ
ア
で
は
、
交
通
安

全
へ
の
取
り
組
み
が
顕
著
な
事
業
所
を
表
彰
。

９
月
～
12
月
に
は
、
県
下
で
一
斉
に
実
施
さ
れ

る
無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
。
こ

れ
は
、各
事
業
所
で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
参
加
し
、

１
０
０
日
間
無
事
故
・
無
違
反
を
達
成
す
れ
ば
、

表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、
昨
年
は
近
江
八
幡
地
区

だ
け
で
５
千
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

人
数
は
県
内
で
大
津
市
に
次
ぐ
２
番
目
と
な

り
、「
近
江
八
幡
地
区
の
交
通
安
全
に
対
す
る

意
識
は
高
い
」
と
西
野
さ
ん
は
い
い
ま
す
。

　
「
交
通
安
全
の
活
動
は
一
人
で
取
り
組
ん
で
も

何
も
で
き
ま
せ
ん
。
啓
発
も
一
人
で
立
っ
て
い
て

は
効
果
が
薄
く
な
り
ま
す
。
み
ん
な
で
立
つ
こ
と

で
目
に
付
く
し
、
一
人
で
も
多
く
の
人
の
心
に
啓

発
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
願
い
ま
す
。

　

近
江
八
幡
地
区
交
通
安
全
協
会
は
、
警
察
や

本
市
・
竜
王
町
と
連
携
し
て
、
交
通
事
故
の
な

い
安
全
で
快
適
な
交
通
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

協
会
員
は
11
支
部
で
構
成
さ
れ
、
各
支
部
か
ら

参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　

上
阪
さ
ん
も
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
員
と

し
て
、
今
年
で
48
年
目
を
迎
え
ま
す
。
少
し
で

も
近
江
八
幡
警
察
署
管
内
の
交
通
事
故
抑
止
の

た
め
に
な
れ
ば
と
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

春
や
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
も
ち
ろ

ん
、
一
年
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
５
月
は
、「
自
転
車
安
全
利
用
月
間
」

と
し
て
、
市
内
の
各
小
・
中
学
校
や
高
校
で
自

転
車
を
利
用
す
る
児
童
、生
徒
に
啓
発
し
ま
す
。

ま
た
、「
交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
地
区
大
会
」

を
開
催
し
、
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
な
ど
を

競
い
ま
す
。「
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
」

に
合
わ
せ
、
交
通
安
全
を
願
う
七
夕
啓
発
や
街

頭
啓
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
10
月
頃
に
は
、

高
齢
者
世
帯
宅
へ
訪
問
し
、
啓
発
品
を
渡
し
な

が
ら
、
交
通
安
全
指
導
を
行
い
ま
す
。
飲
酒
の

機
会
が
多
く
な
る
年
の
瀬
に
は
、
飲
酒
運
転
防

止
の
啓
発
も
。

　

そ
の
ほ
か
、
毎
月
１
日
・
15
日
は
交
通
安
全

日
と
し
て
各
支
部
の
危
険
箇
所
に
立
ち
、通
園
・

通
学
児
の
安
全
を
守
る
た
め
、
旗
を
持
っ
て
啓

発
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
へ
交
通
安

全
教
室
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
信

号
機
の
な
い
横
断
歩
道
に
パ
ト
ラ
イ
ト
を
寄
贈

し
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
確
保
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
を
巻
き
添
え
に
し
た
悲
惨
な
交
通

事
故
が
全
国
や
県
内
で
も
頻
発
す
る
な
か
で
、

横
断
者
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
幼
稚
園
や
保

育
所
な
ど
に
横
断
旗
も
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
「
人
の
心
を
動
か
す
よ
う
な
啓
発
を
し
て
、
交

通
安
全
の
意
識
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
上

阪
さ
ん
。
例
え
ば
、
チ
ラ
シ
だ
け
で
な
く
、
工

夫
を
凝
ら
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
啓
発
品
を
渡
す

時
、
喜
ん
で
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
顔
を
見
る

と
、
次
は
ど
の
よ
う
な
啓
発
を
し
よ
う
か
な
と

す
ぐ
に
ア
イ
デ
ア
を
考
え
始
め
る
と
い
い
ま
す
。

　

あ
る
時
、
工
事
現
場
に
置
か
れ
て
い
る
カ
エ

ル
の
絵
が
描
か
れ
た
柵
を
見
て
、
ひ
ら
め
い
た

の
が
「
無
事
カ
エ
ル
」。
緑
色
の
か
わ
い
い
カ

エ
ル
が
描
か
れ
、
お
腹
部
分
に
「
無
事
に
カ
エ

ロ
ー
」の
文
字
が
一
字
ず
つ
書
か
れ
た
看
板
が
、

市
内
の
交
通
事
故
が
多
発
す
る
場
所
に
設
置
さ

れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
を
引
き
ま
す
。

　
「
交
通
安
全
の
活
動
は
一
人
で
は
で
き
ま
せ

ん
。
日
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し

た
啓
発
に
は
、
免
許
更
新
時
に
ご
協
力
い
た
だ

く
交
通
安
全
協
会
費
や
さ
ま
ざ
ま
な
賛
助
会
費

な
ど
で
運
営
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
は
、
交
通
安
全
意
識
を
十
分
に
も
っ

て
い
た
だ
き
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、

ま
た
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
」
と
上
阪
さ
ん
は
呼
び
か
け
ま
す
。

　
「
会
社
の
車
に
乗
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

時
点
で
プ
ロ
と
し
て
の
運
転
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
プ
ロ
と
し
て
の
運
転
意
識
を
高
め
、
責
任

を
も
っ
て
運
転
を
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
西
野

さ
ん
。

　
「
企
業
の
管
理
責
任
や
社
会
的
責
任
の
重
要

性
を
強
く
認
識
し
た
う
え
で
、
会
員
み
ん
な
が

一
致
団
結
し
、
さ
ら
に
警
察
を
は
じ
め
と
し
た

関
係
機
関
団
体
な
ど
と
の
連
携
を
深
め
、
交
通

事
故
の
撲
滅
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
ず

は
、
自
分
の
職
場
か
ら
事
故
を
無
く
す
、
そ
し

て
、
近
江
八
幡
市
内
、
滋
賀
県
内
、
全
国
と
事

故
を
無
く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
交

通
事
故
の
な
い
ま
ち
を
願
い
ま
す
。

　
「
近
江
八
幡
市
は
観
光
の
ま
ち
で
、
八
幡
堀

周
辺
に
は
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
が
観
光
客
を
温
か
く
見
守
り
、
人
に

や
さ
し
い
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
ね
」
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「
お
は
よ
う
！
」「
い
っ
て
き
ま
す
！
」
朝
の

住
宅
街
に
元
気
な
声
が
響
き
ま
す
。

　

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
黄
緑
色
の
ベ
ス
ト
に
帽

子
を
被
り
、
住
宅
街
で
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路

の
安
全
を
見
守
る
の
は
、
西
本
郷
町
在
住
の
辻

さ
ん
で
す
。

　

20
年
前
に
、
日
本
の
各
地
で
小
学
生
に
危
害

を
加
え
る
事
件
が
相
次
ぎ
、
自
分
も
地
域
の
人

た
ち
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

た
と
こ
ろ
に
、
金
田
小
学
校
か
ら
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
の
協
力
要
請
を
受
け
た
辻
さ
ん
。「
地

域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
ろ
う
！
」
を
合
言
葉

に
、
自
治
会
や
学
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
、
保
護
者

な
ど
と
協
力
し
て
、
平
成
18
年
に
隊
員
60
人
か

ら
な
る
「
西
本
郷
子
ど
も
見
守
り
隊
」
を
結
成

し
ま
し
た
。

　

金
田
小
学
校
の
約
９
０
０
人
の
児
童
の
う

ち
、８
割
ほ
ど
が
利
用
す
る
同
町
の
通
学
路
で
、

雨
の
日
や
雪
の
日
も
、
毎
日
の
よ
う
に
交
差
点

に
立
つ
辻
さ
ん
た
ち
。「
お
は
よ
う
」「
気
を
付

け
て
ね
」「
お
か
え
り
」
な
ど
の
優
し
い
声
か

け
に
子
ど
も
た
ち
は
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
！
」「
た
だ
い
ま
！
」
な
ど
元
気
よ
く
答
え

ま
す
。
中
に
は
、「
お
っ
ち
ゃ
ん
、
今
日
は
こ

ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
よ
」
と
学
校
で
の
で
き
ご

と
を
話
し
て
く
れ
る
子
も
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

西
本
郷
と
い
う
一
つ
の
町
か
ら
始
ま
っ
た
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
は
、次
第
に
地
域
へ
と
広
が
り
、

今
年
の
４
月
か
ら
は
学
区
内
の
19
自
治
会
す
べ

て
で
約
６
８
０
人
が
「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
こ
ど

も
見
守
り
隊
」
と
し
て
活
動
を
す
る
ま
で
に
至

り
ま
し
た
。

　

点
が
線
に
、
そ
し
て
面
へ
と
広
が
る
見
守
り

の
輪
。
辻
さ
ん
は
「
自
分
一
人
で
は
何
も
で
き

ま
せ
ん
。
地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

が
あ
っ
て
こ
そ
の
取
り
組
み
で
す
」
と
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

最
近
で
は
子
ど
も
た
ち
か
ら
お
礼
の
手
紙
が

届
く
こ
と
が
多
く
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
子

ど
も
た
ち
と
の
言
葉
と
心
の
交
流
が
、
活
動
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
。
身
体
が
元
気
な
う
ち
は
、
交

差
点
に
立
ち
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
な
く
て
も
い
い
世
の
中

に
な
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
」1940 年生まれ。西本郷町在住。平成

16 年からスクールガードに携わり、今
年で 18 年目。現在は、金田小学校区
19 自治会すべてが参加する「スクール
ガードこども見守り隊」の代表を務める。

登下校時に子どもたちに話しかける辻さん。あいさつだけでなく、子どもたちの表情や心の変化にも
注意しながら声かけをされています。

　遠くからでもよく目立つように、黄緑
色のベストと帽子を被り、交差点に立ち
ます。子どもたちが横断歩道を渡る時は、
車から見えるように横断旗を広げます。

※�学区により、色やデザインは異なります。

車の運転を見直してみませんか。
車の運転に不安を感じている人や、自分の運転の癖を知り
たい人など、体験を希望する人は、お気軽にご連絡ください。

対象者　　65 歳以上の高齢ドライバー
講習日時　平日の午前９時～午後４時のうち１時間程度
集合場所　近江八幡警察署

受講者のマイカーを使用します（任意保険未加入車は不可）。
また、講習当日はご家族などの同乗者が必要です。

近江八幡警察署 交通課　 (32)0110

　警察署の職員が、講習の説明を行った後、受講者の頭
部やアクセル・ブレーキを踏む右足、車にセンサーを取
り付けます。

　加齢による視力の低下や判断・処理能力の衰えなど心身の変化により、車の運転に不安を感じていませんか。
　滋賀県警察では、県内在住の 65 歳以上の高齢ドライバーを対象に、自身の運転技能をセンサーや GPS を使用
し、コンピューターで評価する「運転技能自動評価システム Objet( オブジェ )」講習を実施しています。
　今回は、安土学区生活支援グループ「ともに」で買い物支援や病院への送迎など、地域住民の生活支援活動に
取り組む岩下さんに講習を体験いただきました。

　講習で走行するコースは、警察署から出発して約 20
分走行し、警察署へ戻るコースです。講習日までに走行
するコースの地図が配付されるので、当日までにコース
を覚えておきます。

　普段、何気なく自動車を運転してい
ましたが、運転習慣やクセを客観的に
見ることで、自分の運転を見つめなお
すいい機会となりました。
　「ともに」の支援の中には、自分で
買い物にいけない人への支援や病院
への送迎などで車を使用することが多
く、運転する時は細心の注意を払って
います。今回の体験を、日々の支援活
動に生かしたいと思います。

　走行時に取り付けたセンサーのデータを警察署職員が計
測します。診断結果は A ～ E の５段階評価で、棒グラフ
や折れ線グラフで表示し、左右の安全確認の深さやタイミ
ング、確認時間など、運転習慣や癖を知ることができます。

申・問
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毎月１日は人権を考える日

お気軽にご相談ください 5月の各種無料サポートガイド予要予約 電予 予約は電話のみ
　

近江八幡市消費生活センター（人権・市民生活課内）
TEL(36)5566・FAX(36)5553

い や や
消費者トラブルで困ったらご相談ください！

消費者ホットライン　１８８

相談名 日時 場所 問い合わせ・申し込み先

弁護士相談

 5月12日R  午後1時30分～ 4時30分
   (受付    5月6日T 午前８時30分～）
 5月26日R  午後1時30分～ 4時30分
   (受付  5月18日E 午前８時30分～）
 6月  9日R  午後1時30分～ 4時30分
　(受付　6月1日E 午前8時30分～ )
  いずれも先着6人

 市役所２階　A会議室

人権・市民生活課
TEL(36)5566・(36)5881

※市役所代表電話(33)3111では
予約できません

司法書士相談  19日R  (受付 11日E午前８時30分～）
   午後１時30分～４時30分、先着６人

行政相談  13日T  午後１時30分～ 4時  総合支所　消防司令室
人権・市民生活課
TEL(36)5881・FAX(36)5553人権相談  13日T・27日T　午後1時～ 4時

13日 市役所2階　B・C会議室
27日 市役所2階　A会議室

福祉の総合相談・
生活困窮の相談

 月～金曜　午前8時30分～午後5時  市役所2階　援護課窓口 福祉暮らし仕事相談室
TEL(36)5583・FAX(32)6518

職業相談

 11日E　午前9時30分～ 11時30分  八幡子どもセンター 商工労政課
TEL(36)5517・FAX(46)5320 11日E　午後1時30分～ 3時30分  八幡東子どもセンター

 月～金曜　午前８時30分～午後５時  ハローワークプラザ近江八幡 ハローワークプラザ近江八幡
TEL(33)8609

キャリアカウンセリング
（仕事・働き方悩み相談）  28日Y　午後5時～ 8時  アクティ近江八幡 商工労政課

TEL(36)5517・FAX(46)5320

創業個別相談
 5月10日W　午前９時～午後８時  安土町商工会 商工労政課

TEL（36）5517・FAX（46）5320
安土町商工会　      TEL(46)2389
近江八幡商工会議所   TEL(33)4141 6月7日W　午前９時～午後８時  近江八幡商工会議所

農業相談
 5月はありません　次回6月1日E

 　午前９時30分～ 11時30分
 総合支所　消防司令室 農業委員会

TEL(36)5520・FAX(46)5320

介護者のつどい
 20日T　午後１時30分～ 3時
 *高齢のご家族を介護されている人が対象

 ひまわり館２階　研修室３ 長寿福祉課
TEL(31)3737・FAX(31)3738

教育相談
（市内在住の幼児・小・中
学生とその保護者対象）

 月～金曜　午前９時～午後４時30分  教育相談室（マナビィ２階） 教育相談室（マナビィ２階）
TEL(37)8877

保育人材バンク
『出張就職相談』

 5月21日Y 、6月18日Y

 　午前10時～正午、午後１時～４時
 滋賀マザーズジョブステーション
   （県立男女共同参画センター）

【問】滋賀県保育士・保育所支援センター
TEL077(516)9090

【申】滋賀マザーズジョブステーション
TEL(36)1831

一日年金相談所  6月10日T　午前10時～午後４時  ひまわり館２階　研修室３ 草津年金事務所お客様相談室
TEL077(567)1311

心配ごと相談  月～金曜日の偶数日(4日を除く)　
 午後１時～４時  ひまわり館

近江八幡市社会福祉協議会
TEL(32)6111・FAX(36)6910福祉の困りごと相談  月～金曜日(祝日を除く）　午前8時30分～午後５時

退職男性のための
地域活動相談  24日W　午後１時～３時

 ひまわり館
近江八幡市社会福祉協議会
TEL(31)2677・FAX(36)6910ボランティア・

地域福祉活動相談  月～金曜(祝日を除く)　午前8時30分～午後５時

保護司相談  25日E　午後1時～ 4時  近江八幡・竜王更生保護サポ
 ートセンター（総合支所３階）

近江八幡・竜王更生保護サポート
センター　TEL(46)3141(内線345)

税務相談
 5月13日T 、6月10日T

 　午前10時～午後４時
 （公社）近江八幡納税協会
 （近江八幡商工会議所2階）

（公社）近江八幡納税協会
TEL(33)4121・FAX(36)8415

相続等くらしの問題
行政書士無料相談 28日Y　午後１時30分～３時30分  滋賀中央信用金庫本店 県行政書士会湖東支部（江南事務所）

TEL(47)7517・FAX(47)8507

無料健康相談
 7日Y・13日T・19日R・25日E

 　午前９時～ 11時
 滋賀八幡病院 滋賀八幡病院

TEL(33)7101・FAX(32)7725

まちづくり協働課　           (36)5552・ (36)5553

ネットワークビジネスで「儲
もう

かる」と言われて
高額な初期費用を支払ったが……

「近江八幡市人権啓発カレンダー 2021」から作品を紹介します。

　老蘇学区まちづくり協議会は、平成 24 年 4 月の設
立以来、地域に『つながり』と『出会いを』をコンセ
プトに住民総参加のまちづくりを目指し事業活動を進
めています。
　令和 2 年度は突然現れた新型コロナウイルスによ
り、計画していたほとんどの事業の中止を余儀なくさ
れました。しかし、ここであきらめる老蘇まち協では
ありません。コロナ禍でも学区民の笑顔が見たいとの
思いで、「ファミリー謎解きお散歩ラリー」「Work 
Out in 老蘇番外編 Oisoing 老蘇の今昔物語」「サプラ
イズ花火」「コミセンイルミネーション」などの新し
い事業を次々に編み出していったのです。
　特に好評を博した Oisoing は、令和 3 年度さらな
るバージョンアップを期し、老蘇学区民を対象に 5

月 30 日 Q の実施に向け準備を進めています。学区内
に多数ポイントを設け、そのポイントを回り点数を競う
ウォークラリーの要素に、仮装、ゲーム、ミッション、
謎解きなど遊びの要素を加味し、老若男女誰もが楽しめ
る事業になるよう工夫を凝らしています。
　みんなで楽しめるようコロナの収束を願います。

6 月は八幡学区まちづくり協議会です。
　馬淵小学校
蒲
が も う

生　結
ゆ づき

月さん

【事例】
 　スマホの SNS ※に知らない人から
メッセージが届き、「ネットワークビ
ジネスで毎月高収入が得られる」との
勧誘を受けた。
　興味本位から、カフェで説明を受け
ると、高額な初期費用が必要だと言わ
れたが、「すぐに元が取れる」と強引
に勧められた。お金がないと断ると、

「消費者金融で引っ越し代だと言って
借りればよい。年収は○○万円と記載
するように」と指示された。
　借金して初期費用を支払い、しばら
く相手の指示通りに進めたものの簡単
に収益はあがらず借金だけが残った。

電予

電予

予

予

予

予

予

♦ポスター・
　　絵手紙部門

♦メッセージ
　部門

『やめようよ
    人に言われて
　     いやなこと』

『気をつけて！
　 ふわふわ言葉
　　  わすれずに !』

　馬淵小学校
甲
か

斐
い

　弘
こう

祐
すけ

さん
　馬淵小学校
呉
ご

屋
や

　杏
あん

寿
じゅ

さん

　SNS を介して知り合った人や同級
生などから、「簡単に儲かるビジネス
がある」と誘われて、高額な初期費用
を支払って契約したという相談が寄せ
られています。お金がないと断ると、
消費者金融で借金をするよう仕向けら
れたり、クレジットカードを作成させ
られたりするなどの手口が見受けられ
ます。
　実際にビジネスを試みても思うよう
な収入が得られず、借金だけが残った
という人がほとんどです。借金をして
までお金を支払うことはやめましょう。
　

※ SNS とは、Social　Networking　Service（ソーシャル・ネットワー
キング・サービス）の略で Twitter( ツイッター )、LINE( ライン ) など人
と人との交流を手助け・促進するためのインターネット上のサービスです。

老蘇学区まちづくり協議会　           ・ (46)8120 問

　誰でも簡単に儲かると勧誘され
ても、安易に信用せず、まずはきっ
ぱりと断りましょう。
　少しでも不安に思えば、すぐに
相手の要求に応じず、周囲や消費
生活センターに相談しましょう。
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問 新型コロナウイルスワクチン接種対策室　 (36)1771・ (34)6612・ 17390

65歳以上の高齢者への新型コロナワクチン接種が、５月10日Wから始まります。
各会場の案内や接種日当日の流れは次のとおりです。

①医師の予診を受けます。 ②ワクチンを接種します。 ③場所を移し、
　15～ 30分経過観察を行います。

ワクチン接種に関する最新情報は、
市のホームページやタウンメールなどでご案内します。

あづちマリエート体育館
（安土町桑実寺）

ヴォーリズ記念病院
（北之庄町）

近江八幡休日急患診療所
（出町）

新型コロナワクチンの接種について

　接種券に同封の案内チラシを確認し、電話またはイン
ターネット予約サイトから２回分を予約してください。
【お願い】インターネットで予約された人は、再度予約サイ
トにログインいただき、予約ができているか確認をお願い
します。

接種の前には、必ず予約が必要です

持ち物
接種券、予診票、筆記用具、本人確認書類（運転免許証・健
康保険証など）

ご自宅で次のことを確認し、接種会場へお越しください。
①接種当日の体調が悪くないかを確認してください。
② 体温を測り、37.5℃以上の発熱がないことを確認し

てください。
③肩を出しやすい服装でお越しください。
④予診票の記入が済んでいるかを確認してください。

接種当日の確認事項

　集団接種会場で予約された人は、当対策室にキャンセ
ルの連絡をお願いします。その後、予約された方法（電話
またはインターネット予約サイト）で、キャンセルの手続
きを行ってください。
　個別接種会場で予約された人は、下記連絡先にキャン
セルの電話をお願いします。

【ヴォーリズ記念病院へのキャンセルの連絡先】
（32）5211（午前８時30分～午後０時30分）
（36）5455（午後１時～５時）

※ 集団・個別接種会場ともに、キャンセル後は新たに予約
を取り直してください。

当日接種できなくなった時は

市
庁
舎
整
備
基
本
設
計
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

市民説明会の開催日程
開催日 開始時間 開催場所

５月８日 U
午後１時 30 分～ 馬淵コミュニティセンター 研修室

午後７時～ 安土コミュニティセンター 大ホール

５月 11 日 E

午後７時～

岡山コミュニティセンター 多目的ホール

５月 12 日 R 武佐コミュニティセンター 多目的ホール

５月 13 日 T 島コミュニティセンター 大会議室

５月 14 日 Y 老蘇コミュニティセンター ホール

５月 15 日 U
午後１時 30 分～ 桐原コミュニティセンター 桐原っ子ホール

午後７時～ アクティ近江八幡 大ホール

５月 16 日 Q
午後１時 30 分～ 旧看護専門学校 講堂

午後７時～ 市文化会館 小ホール

JR 安土駅

安土城跡常楽寺 下豊浦

加賀団地口

フレンドマート
安土店

焼肉池もと

県立安土城
考古博物館

２

安土郵便局 至 彦根至 大津

あづち
マリエート

駐
車

場

26

八幡山

八幡堀

県道多賀玉木

ヴォーリズ
記念病院

ラ コリーナ
近江八幡

きてかーな

日牟禮八幡宮

出
町
通
り

２
中村町 市役所口 出町

桜宮町
官庁街中筋

官庁街北筋

駐車場

駐車場

近江八幡
休日急患診療所

近江八幡市役所

アル・プラザ
近江八幡

文化会館

集団接種会場

会場での接種の流れ

個別接種実施医療機関

問 教育総務課　 （36）5539・ （32）3352

※開始時間の 30 分前から受け付けます。
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安
土
町
小
中
１
ー
８

④ 

便
所
・
台
所
・
浴
室
な
ど
の
下
水
道
関

連
工
事

⑤ 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
の
改
修
工
事

　

な
ど

※ 

店
舗
併
用
住
宅
の
場
合
、
別
途
要
件
が

あ
り
ま
す
。

※ 

平
成
21
年
～
30
年
度
に
実
施
し
た
本
市

の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
補
助
金
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
や
そ
の
世
帯
員
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

補
助
金
額　
10
万
円
以
上
の
工
事
費
総
額

の
15
％
（
補
助
上
限
額
は
30
万
円
）

申
請
期
間　
６
月
14
日
W
～
６
月
23
日
R

（
土
・
日
曜
を
除
く
）

申
請
方
法　
申
請
期
間
中
に
総
合
支
所
１

階
情
報
交
流
室
ま
た
は
郵
送
で
必
要
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
様
式
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
、
商
工
労
政
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す

抽
選
日　
６
月
30
日
R
予
定

※ 

抽
選
を
行
わ
な
い
場
合
は
申
請
者
へ
通

知
し
ま
す
。

抽
選
結
果　

抽
選
日
の
午
後
５
時
以
降

に
、
商
工
労
政
課
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

※ 

必
要
書
類
や
申
請
要
件
な
ど
、
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入札参加資格
　市税を滞納していないことなど、個人・法人を問わず、
入札案内書の入札申込資格を満たすこと。
入札案内書・入札参加申込書などの配布期間・場所
期間　５月６日 T ～５月 31 日 W の執務時間内
場所　管財契約課、市役所本庁舎総合案内、
　　　安土町総合支所
※市ホームページからダウンロードもできます。
入札参加申込方法
　入札参加申込書、入札参加資格調査同意書兼誓約書に
印鑑証明書を添付して管財契約課に持参または郵送で提
出ください。

市の土地を一般競争入札で売却します。
入札に参加を希望される人は、入札案内書などをよく読み、申し込みください。

※予定価格以上で、最高額で入札された人に売却します。

物件番号 場所 地積 地目 予定価格 区域区分

１ 安土町上出字織田 1296 番 220.39 ㎡ 宅地 5,020,000 円 市街化調整区域

２ 安土町上出字織田 1299 番 670.68 ㎡ 宅地 10,200,000 円 市街化調整区域

市の土地を一般競争入札で売却します

市職員の採用試験を実施します

問・申 管財契約課　 （36）5525・ （32）3237・ 17812
〒 523-8501（住所記載不要）

問・申 総務課　 （36）5554・ （32）3237・ 18189
〒 523-8501（住所記載不要）

受付期間　5 月 6 日 T ～ 5 月 31 日 W の執務時間内
　　　　　（午前８時 30 分～午後５時 15 分）
入札日時
日時　６月 23 日 R　午前 10 時～（物件番号１）、
　　　午前 10 時 30 分～（物件番号２）
入札保証金の納入
　入札額の 100 分の５以上（１円未満切り上げ）に相当
する金額を納入してください。

※詳しくは入札案内書をご覧ください。

試
験
案
内
の
配
付
と
受
付
期
間

５
月
６
日
T
～
６
月
９
日
R

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分（土
・
日
曜
除
く
）

※ 

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
、
受

付
最
終
日
消
印
分
ま
で
有
効

申
込
方
法

　

申
込
用
紙
は
、
総
務
課
（
市

役
所
本
庁
舎
３
階
）
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。
郵

便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込

書
希
望
（
受
験
職
種
を
明
記
）」

と
記
入
し
た
封
筒
に
、
94
円
切

手
を
貼
付
し
、
宛
名
を
明
記
し

た
返
信
用
封
筒
（
長
三
サ
イ
ズ 

23
・
５
㎝
×
12
㎝
程
度
）
を
同

封
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
、
１
職
種
に
限
り

ま
す
。

そ
の
他

・ 

第
２
次
試
験
の
日
程
な
ど
は
、

第
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知

し
ま
す
。

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
日
程
や
会

場
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

・ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

職種 採用予定
人数 対象者　※詳しくは試験案内で確認ください。 第 1 次試験

日時・場所

①一般行政職
　（経験者採用）

２人
程度

・昭和 61 年４月２日～平成７年 4 月１日生まれの人
・ 令和３年５月１日現在で民間企業など（国家・地方公務員含む）

の事業所に勤務し、職務経験が３年以上の人

日時
６月 20 日 Q

①～②
午前８時 30 分～
③～⑥
午後０時 45 分～

場所
市文化会館（出町）

②一般行政職
　（Ｕターン・
　　Ｉターン採用）

２人
程度

・昭和 61 年４月２日～平成７年４月１日生まれの人
・ 令和３年５月１日現在で県外に在住し（県外の市区町村の住民

基本台帳に記録されていること）、県外の民間企業など（国家・
地方公務員含む）の事業所に勤務し、職務経験が３年以上の人

・採用後は本市に定住する人

③保健師職
　（経験者採用）

４人
程度

・昭和 50 年４月２日～平成７年 4 月１日生まれの人
・ 令和３年５月１日現在で保健師資格を活かした職務経験が２年

以上の人

④図書館司書
　（経験者採用）

２人
程度

・昭和 61 年４月２日～平成９年 4 月１日生まれの人
・ 令和３年５月１日現在で司書資格を活かした職務経験が２年以

上の人

⑤土木技術職
（就職氷河期を含む
世代を対象）

１人
程度

・昭和 50 年４月２日～平成３年４月１日生まれの人
・ 技術士（建設部門または上下水道部門）、技術士補（建設部門ま

たは上下水道部門）、１級または２級土木施工管理技士（種別：
土木）のうち、いずれかの資格を有する人

⑥建築技術職
（就職氷河期を含む
世代を対象）

１人
程度

・昭和 50 年４月２日～平成３年４月１日生まれの人
・ 一級建築士または二級建築士、１級または２級建築施工管理技

士（種別：建築）のうち、いずれかの資格を有する人

令和３年 10 月１日採用

　聖徳太子 1400 年悠久の近江魅力再発見委員会で
は、令和４年・５年に開催する聖徳太子 1400 年プ
ロジェクトの公式ロゴマークとマスコットキャラク
ターのデザイン案を募集しています。
　採用された案は、同プロジェクト関する PR などに
使用します。

募集期間
ロゴマーク／６月下旬
マスコットキャラクター／５月下旬
※ 応募方法など、詳しくは東近江観光振興協

議会ホームページをご覧ください。
https://shiga-eastomi.amebaownd.com/

聖徳太子1400年プロジェクトに向け
公式ロゴマーク・キャラクターのデザイン案を募集

安土未来づくり課　 （46）3141・ （46）5320問
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こ
の
調
査
は
、
総
務
省
と
経
済
産
業
省

が
実
施
し
、
日
本
の
す
べ
て
の
産
業
分
野

で
の
事
業
所
・
企
業
の
経
済
活
動
の
状
況

を
全
国
的
・
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
目
的
で
す
。
調
査
結
果
は
、
行
政
施

策
の
立
案
や
民
間
企
業
の
経
営
計
画
策
定

な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま

す
。調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
日　
令
和
３
年
６
月
１
日
時
点

調
査
対
象　
全
国
の
す
べ
て
の
事
業
所
・

企
業
（
農
林
漁
家
な
ど
を
除
く
）

　

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
自
発
的
に
ま
ち
の
課
題
に
取
り
組

む
団
体
や
新
た
に
取
り
組
む
予
定
の
団
体

（
ま
ち
づ
く
り
団
体
）の
事
業
を
実
施
す
る

際
に
必
要
な
経
費
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
団
体　
市
内
で
活
動
す
る
団
体
で
補

助
金
交
付
後
も
継
続
し
た
活
動
が
で
き
る

こ
と　

な
ど

交
付
金
額　

創
業
補
助
／
30
万
円
以
内

（
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
）

し
っ
か
り
活
動
運
営
補
助
／
10
万
円
以
内

（
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
）

　

農
業
排
水
路
は
、
農
業
排
水
だ
け
で
な

く
、
生
活
排
水
や
雨
水
排
水
も
流
入
し
て

お
り
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
農
業
排

水
路
に
も
流
れ
着
き
ま
す
。
こ
の
農
業
排

水
路
は
地
域
の
防
火
用
水
や
生
き
物
の
生

息
場
所
な
ど
と
し
て
も
機
能
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
不
法
投
棄
は
農
業
者
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
地
域
に
住
む
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の

財
産
で
も
あ
る
農
業
排
水
路
の
機
能
を
維

持
す
る
た
め
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
を
し
な

い
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

調
査
方
法　
調
査
員
が
５
月
中
旬
頃
か
ら

お
伺
い
し
て
調
査
票
を
直
接
配
布
す
る
方

法
と
、
国
が
調
査
票
を
郵
送
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。
調
査
員
が
お
伺
い
す
る
場
合

は
、
必
ず
「
調
査
員
証
」、「
従
事
者
用
腕

章
」
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
。

回
答
方
法　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
郵

送
で
の
回
答

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
運
営
補
助
／
15
万
円
以

内（
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
）

募
集
期
間　
６
月
30
日
R
ま
で

補
助
金
説
明
会
　
５
月
20
日
T
／
午
前
10

時
～
・
ひ
ま
わ
り
館
、
５
月
22
日
U
／
午

前
10
時
～
・
西
の
湖
す
て
ー
し
ょ
ん

事
前
相
談
・
申
込
先
　
本
事
業
の
支
援
事

業
者
の
（
一
財
）
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
推
進
財

団
ま
で
（

（
33
）５
５
１
０
）

※ 

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ま
た
は
同

財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
業
所
・
企
業
の
皆
さ
ん
ご
協
力
く
だ
さ
い

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

市
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
応
援

ま
ち
づ
く
り
団
体
育
成
支
援
補
助
金
の
ご
案
内

農
業
排
水
路
へ
の

ご
み
の
不
法
投
棄
は
や
め
て
く
だ
さ
い

企
画
課　

（
36
）５
５
２
７
・

（
32
）２
６
９
５
・

１
７
９
１
６

企
画
課　

（
36
）５
５
２
７
・

（
32
）２
６
９
５
・

１
４
２
７
０

国
営
造
成
施
設
管
理
体
制
整
備
推
進
協
議
会（
農
村
整
備
課
）

（
36
）５
５
４
５
・

（
46
）５
３
２
０

問

問問

市広報番組「テレはち」

で配信を開始

　市の取り組みや魅力を発信する広報番組「テ
レはち」を毎日 ZTV で放送していますが、よ
り多くの市民の皆さんに気軽にご覧いただける
よう、YouTube でも配信を開
始しました。
　ぜひ近江八幡市公式YouTube
チャンネルをチャンネル登録の
うえ、ご覧ください。

秘書広報課　 （36）5526・ （32）2695問

迂回のお願い

開催日

聖火リレーのルートと交通規制区間

相当の混雑、渋滞
が予想されます。

迂回路

アル・プラザ
近江八幡

ゴール 13:12（予定）
市役所本庁舎

八幡小学校

玉木

中村町

桜宮町

東京 2020オリンピック聖火リレーに伴う
交通規制にご協力ください

スポーツ推進課　 （33）6303・ （33）3124問

　聖火リレーの実施に伴い、コースやコース周辺の道路で車両の通行が禁止されます。当日は、相当の混雑・
渋滞が予想されますので、自動車利用は極力ご遠慮ください。ご不便をおかけして申し訳ありませんが、皆さ
んのご理解とご協力をお願いします。

５月 27 日（木）　正午頃～午後１時 25 分頃

注意事項
・原則、歩行者と自転車もコースの横断はできません。
・横断者は実行委員会の指示に従って横断してください。
・コースや会場周辺でドローンなどを飛行させることはできません。
・規制時間は目安であり、当日の聖火リレーの進行状況により、変更となる場合があります。
・沿道で観覧される場合はマスクを着用し、大声ではなく拍手などで応援をお願いします。

聖火ランナーの走行の模様は、インターネットのライブ中継で視聴することができます。
沿道の密集を避けるため、なるべくライブ中継での視聴にご協力をお願いします。
聖火リレーライブストリーミング特設サイト／ https://sports.nhk.or.jp/olympic/torch/

スタート 12:45（予定）
日牟禮八幡宮前

車両通行止め
12:00-13:00

車両通行止め
12:00-13:10

車両通行止め
12:20-13:15

車両通行止め
12:30-13:25

聖火リレールート

交通規制区間
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本　
　
　
　
　

庁　
　
　
　
　

舎

４
階

◆議会事務局 / (36)5528・ (36)7101
　議会運営に関すること

 

３   

階

◆企画課 / (36)5527・ (32)2695
　地方創生、総合計画、国土利用計画、離島振興、SDGs、
　総合教育会議、統計などに関すること

◆行政経営改革室 / (36)5599・ (32)2695
　行財政改革、事業評価、指定管理者の選定に関すること

◆市庁舎整備推進室 / (36)5577・ (32)2695
　新庁舎などの整備に関すること

◆秘書広報課 / (32)2695
　秘書 / (36)5523
　 秘書および渉外、名誉市民、表彰などに関すること
　広聴広報 / (36)5526
　 広報・広聴、市ホームページに関すること

◆総務課 / (32)3237
　人事・人材育成 / (36)5554
　 職員の人事・給与、研修・能力開発に関すること
　文書法規 / (36)5558
　 条例・法規、訴訟・和解、情報公開・個人情報保護に関すること

◆財政課 / (36)5750・ (32)3237
　予算編成、財政計画、地方交付税などに関すること

◆管財契約課 / (36)5525・ (32)3237
　庁舎の維持管理、市有財産の管理・処分、物品の契約事務、
　建設工事などの入札・契約・検査に関すること

◆情報政策課 / (33)3111
　情報化推進、電子計算機の運営管理に関すること

２　

階

◆まちづくり協働課 / (36)5552・ (36)5553
　コミュニティセンター、自治会など自治組織、国際交流、
　多文化共生推進などに関すること

◆文化観光課 / (36)5882
　文化振興・文化財保護 / (36)5529
　 文化芸術の振興、文化財、史跡、伝統的建造物群保存
　 地区などに関すること
　観光政策 / (36)5573　観光事業の振興に関すること

◆人権・市民生活課 / (36)5553
　男女共同参画・人権・法律行政相談 / (36)5881
　 男女共同参画・人権・防犯施策の推進に関すること
　消費生活センター / (36)5566
　 消費生活の相談に関すること

◆交通政策課 / (36)5515・ (36)5553
　公共交通、市民バス、交通安全対策、自転車対策に関すること

◆環境課 / (36)5509・ (36)5882
　振動・騒音・悪臭などの対策、環境美化の推進、廃棄物の
　減量化・資源化の推進、火葬場などに関すること

◆選挙管理委員会事務局 / (36)5543・ (32)8705
　選挙の執行、選挙啓発などに関すること

◆福祉政策課 / (36)5585・ (32)6518
　地域福祉計画、避難行動要支援者支援、民生委員・児童
　委員の活動支援、戦没者遺族などに関すること

◆援護課 / (32)6518
　生活保護 / (36)5508　生活保護に関すること
　福祉暮らし仕事相談室 / (36)5583
 　福祉の総合相談、生活困窮者の相談に関すること

◆幼児課 / (36)5507・ (32)6518
　保育所 (園)・幼稚園・認定こども園の管理運営、
　入・退所 (園)、保育料の決定・徴収などに関すること

◆子ども支援課 / (32)6518
　子育て支援 / (36)5524
　放課後児童クラブ、子ども・子育て支援事業計画など
　に関すること
　子ども福祉 / (36)5562
　子育て支援、児童手当、児童扶養手当、ひとり親家庭
　などに関すること
　子ども家庭相談室 / (31)4001
　児童虐待、子育て・女性の相談に関すること

◆監査委員事務局 / (36)5519
　市および財政援助団体などの監査に関すること

１　

階

◆税務課 / (33)3670
　市民税 / (36)5505
　 個人市県民税、法人市民税、軽自動車税、たばこ税、
　 入湯税に関すること
　固定資産税 / (36)5506
　 固定資産税、都市計画税に関すること

◆市民課 / (36)5500・ (33)1717
　戸籍・住民基本台帳の届出等の受付、戸籍・住民票など
　各種証明の発行、埋・火葬の許可、個人番号カードの交
　付に関すること
　マイナンバー特設窓口 / (36)5560

◆収納・債権対策課 / (36)5504・ (33)3670
　納税の啓発宣伝、納税相談、納税証明、滞納債権の整理
　回収に関すること

◆保険年金課 / (33)1717
　保険・年金 / (36)5501
　国民健康保険、福祉医療、国民年金に関すること
　保険料 / (36)5751
　国民健康保険料、後期高齢者医療および保険料に
　関すること

◆会計課 / (36)5503・ (33)3011
　市税などの公金の収納と市の支払いなどに関すること

南　

別　

館

３
階

◆教育総務課 / (32)3352
　庶務 / (36)5539
　 教育委員会、小中学校の予算管理などに関すること
　教育施設管理 / (36)5563
　 義務教育施設の整備・維持管理などに関すること

◆学校教育課 / (36)5531・ (32)3352
　児童・生徒の転出入、通学区域、就学援助に関すること
　学校教育・教職員に関すること
◆教育研究所 / (36)5574・ (32)3352
　教育関係職員の研修・研究、適応指導教室などに関すること

２
階

◆生涯学習課 / (36)5533・ (36)5565
　生涯学習の推進、青少年の育成、中央公民館事業に関すること

１
階

◆上下水道課 / (33)1933
　お客様センター / (36)5548
　 水道の開始・休止・名義変更の受付、料金に関すること
　経営 / (36)5534　経営企画に関すること
　業務 / (36)5536　料金に関すること

　上水道 / (36)5535
　 給水装置工事に関すること
　 上水道施設の工事・維持・管理に関すること　
　下水道 / (36)5537
　 宅内排水設備工事に関すること
　 下水道施設の工事・維持・管理に関すること

ひ
ま
わ
り
館

２
階

◆障がい福祉課 / (31)3711・ (31)3738
　身体・知的・精神・発達・高次脳機能の各障がい児者、
　難病患者の福祉サービス、相談支援に関すること
　各種障がい者手帳の交付や自立支援医療の給付に関する
　こと
　障がい者の虐待防止や成年後見の権利擁護などに関する
　こと

◆長寿福祉課 / (31)3737・ (31)3738
　地域包括支援センターの運営、認知症施策の推進、高齢
　者の介護予防・権利擁護にかかる業務などに関すること

◆発達支援課 / (31)3734・ (31)3738
　相談 /0 ～ 18 歳まで発達相談に関すること

１
階

◆介護保険課 / (33)3511・ (31)2037
　介護認定の申請、介護保険の資格、介護保険料の賦課・
　徴収に関すること

◆発達支援課 / (33)8131・ (31)3480
　事業 / 児童発達支援事業、保育所等訪問支援事業に
　　　　関すること、ことばの教室に関すること

安
土
町
総
合
支
所

２
階

◆住宅課 / (36)5511・ (33)1356
　公営住宅の建設計画・維持管理・入居者の選定、改良
　住宅の譲渡などに関すること

◆農業振興課 / (36)5514・ (46)5320
　農業・水産業の振興、６次産業の推進に関すること

◆農村整備課 / (36)5545・ (46)5320
　土地改良事業、林業振興に関すること
◆農業委員会事務局 / (36)5520・ (46)5320
　農地法などに関する許可、農業者年金などに関すること

◆商工労政課 / (36)5517・ (46)5320
　商工業の振興、雇用の促進・職業安定対策、空き家の利
　活用などに関すること

◆安土未来づくり課 / (46)3141・ (46)5320
　地域振興 / 安土町地域内の広聴および振興、支所の維
　持管理、安土墓地公園の維持管理などに関すること
◆安土教育施設等整備準備室（企画課）/ (46)3141
　 安土小学校などの施設整備に関すること

１
階

◆土木課 / (36)5556・ (32)5032
　道路の整備、河川・災害復旧、河川改修事業などの推進、
　国道・県道・一級河川の所管機関との連絡調整などに関
　すること

◆都市計画課 / (36)5510・ (32)5032
　開発指導、都市計画、風景づくり、屋外広告物、
　近隣景観形成に関すること

◆管理調整課 / (36)5518・ (32)5032
　道路・河川の管理、官民境界、地籍調査、道路法・河川法・
　法定外公共物に関すること

◆公園課 / (36)5567・ (32)5032
　公園の整備・管理などに関すること

◆建築課 / (36)5544・ (36)5595
　建築指導、建築物の耐震化の促進、空き家対策、市有建築
　物の整備および営繕業務に関すること
◆安土未来づくり課 / (46)7206・ (46)6146
　住民福祉 / 戸籍・住民基本台帳関係の受付・証明、各種
　税の収納、国民健康保険、後期高齢医療、福祉医療費、
　国民年金、高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉、介護
　保険などに関すること

そ
の
他

◆シティプロモーション推進課
　 (36)5541・ (32)3919
　ふるさと納税、市の魅力発信に関すること

◆危機管理課 / (33)4192・ (33)4193
　（防災センター）
　防災・災害対策、消防団に関すること
◆スポーツ推進課 / (33)6303・ (33)3124
   （運動公園体育館）
　生涯スポーツの推進、社会体育施設の管理に関すること
◆国スポ・障スポ推進課 /
　 (33)6303・ (33)3124
◆文化会館 / (33)8111・ (33)8112

◆健康推進課
　市民保健センター / (33)4252・ (34)6612
　 食育の推進、健康増進、健康診査、母子の健康などに
　 関すること
　0次予防センター / (37)7411・ (37)7477
◆新型コロナウイルスワクチン接種対策室 /
　 (36)1771・ (34)6612
◆学校給食センター / (37)5110・ (37)5112
◆近江八幡図書館 / (32)4090・ (32)4099
◆安土図書館 / (46)6479・ (46)6591

市役所の各課と 主な業務内容（令和３年４月 19 日現在）
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パ
ソ
コ
ン
・
羽
毛
布
団
を

無
償
で
引
き
取
り
ま
す

環
境
課　

（
36
）５
５
０
９
・

（
36
）５
８
８
２

問

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
・
羽

毛
布
団
を
引
き
取
り
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
は
、
市
役
所
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
あ
る
回
収
ボ
ッ
ク

ス
に
入
ら
な
い
大
き
さ
の
も
の
も
引
き
取

り
ま
す
。

日
時　
５
月
29
日
U　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

場
所　
旧
市
民
病
院
跡
地
駐
車
場
（
市
文

化
会
館
北
向
か
い
）

対
象
品
目

▼
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン
周

辺
機
器
含
む
）

※ 

個
人
情
報
は
消
去
し
て
か
ら
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
パ
ソ
コ
ン
製
造
メ
ー
カ
ー
に

処
分
を
依
頼
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
羽
毛
布
団
（
ダ
ウ
ン
割
合
50
％
以
上
の

も
の
）

持
ち
込
み
時
の
注
意
事
項

・
古
着
の
回
収
は
行
い
ま
せ
ん
。

・ 

対
象
品
目
で
な
い
も
の
は
お
持
ち
帰
り

い
た
だ
き
ま
す
。

・ 

一
度
引
き
取
っ
た
も
の
は
一
切
返
却
で

き
ま
せ
ん
。

・ 

市
内
の
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
も
の
に

限
り
ま
す
。
業
務
用
は
対
象
外
で
す
。

引取場所

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す

「近江八幡市障がい者のコミュニケーション
を促進する条例」が制定されました

人
権
・
市
民
生
活
課　

（
36
）５
５
６
６
・

（
36
）５
５
５
３
・

１
８
１
７
７

障がい福祉課　 （31）3711・ （31）3738・ 18175

問

問

人権擁護委員の皆さん（敬称略）

氏　名 主な担当学区

安
やす

田
だ

　晴
はる

彦
ひこ

鎌
かま

田
だ

　正
まさ

子
こ

宮
みや

尾
お

　光
みつ

栄
え

浜
はま

田
だ

　敏
とし

次
じ

中
なか

西
にし

あさ子
こ

大
だい

黒
こく

　　隆
たかし

新
しん

垣
がき

　善
よし

博
ひろ

舩
ふな

橋
はし

　則
のり

子
こ

間
ま

瀨
せ

　寛
ひろ

道
みち

大
おお

橋
はし

　嘉
か

一
いち

児
こ

玉
だま

　章
あき

宏
ひろ

富
とみ

山
やま

　郁
いく

子
こ

林
はやし

　　秀
ひで

一
かず

八幡学区

八幡学区

島 学 区

岡山学区

金田学区

金田学区

桐原学区

桐原学区

馬淵学区

北里学区

武佐学区

安土学区

老蘇学区

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

日　

６
月
１
日
E　

午
後
１
時
～
４
時

場　

市
役
所
２
階
会
議
室
、

　
　

安
土
町
防
災
セ
ン
タ
ー
１
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

消
防
司
令
室

※ 

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
を
毎

月
開
催
し
て
い
ま
す
。
日
時
は
、
本
紙

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
長
の
推
薦
を
受

け
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
皆
さ
ん

に
人
権
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
の
啓
発
や
人
権
相
談
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
６
月

１
日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」と
定
め
、

こ
の
日
を
中
心
に
人
権
擁
護
委
員
の
活
動

を
広
く
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
全
国
一
斉

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　事業者は、基本理念に対する理解を深め、障がいのある人が利用しやすいサービスの提供及び働きやすい環境
の整備に努め、並びにコミュニケーション支援従事者と連携し、障がいのある人が適切なコミュニケーション手
段を利用できるよう合理的配慮を行うものとする。

　市は、基本理念にのっとり、コミュニケーション手段の普及や障がいのある人の自立した日常生活、地域にお
ける社会参加を保障するため、必要な施策を講じます。

　市民は、基本理念に対する理解を深め、障がいのある人の人権を尊重し、並びにコミュニケーション手段の普
及及び市の施策に協力するものとする。

障がいのある人のコミュニケーション手段の選択、利用の機会の確保、情報の受信・発信のための手段
の確保は、障がいの有無にかかわらず、市民相互に必要なこととして尊重することを基本に行う。

障がいのある人は、コミュニケーション手段により意思疎通を円滑に図る権利を有し、その権利は保障
されます。

市・市民・事業者は、障がいのある人のコミュニケーション手段があるとの認識のもと、コミュニケーショ
ン手段への理解の促進・普及を図り、コミュニケーションしやすい環境を整備し、情報アクセシビリティ
を保障する。

　障がい特性に応じたコミュニケーション手段による情報取得および意思疎通を図ることができる環境の整備
と、多様なコミュニケーション手段に関する理解と広がりをもって、障がいの有無にかかわらず社会・経済・
文化その他あらゆる分野の活動に参加する機会を保障することにより、地域で支えあい、互いに人権を尊重す
ることができる豊かな共生社会を実現するための条例が 4 月 1 日から施行されました。条例の詳しい内容は、
市ホームページをご覧ください。

基本理念

市の責務

市民の役割

事業者の役割

01

02

03



　　　　　　　　　　　

開館時間やイベント詳細は

　市ホームページから確認できます。

　　 6961

子育て応援ひろば
５ 月のイベント情報

八 八幡子どもセンター（火～土曜日）                          （32）6330

東 八幡東子どもセンター（火～土曜日）                      （37）2862

西 八幡西子どもセンター（火～土曜日）                      （33）0703

ク 子育て支援センター「クレヨン」（月～金曜日）    （36）7270

安  安土子育て支援センター（月・火・木・金曜日）     （46）6400

ほ・八 ほんわかの家・八幡（月～金曜日）               （32）3077

ほ・金 ほんわかの家・金田（月・火・金曜日）         （32）3077

あ あいあいの家（火・水・金曜日）                        （31）2677

は はちはぴひろば（月・火・金・土曜日）              （38）5623

施設を表すアイコン ・開館日（祝日は除く）

対象年齢の記載がないものは乳幼児が対象です。イベント名が★緑色の字は予約が必要ですので、施設に直接申し込みください。

※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、イベントを中止する場合があります。

日 月 火 水 木 金 土

25 26 27 28 29 30 1
東体育館開放
　午前10時～（就学前まで）

2 3㊗ 4㊗ 5㊗ 6 7 8
安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前10時～

ほ・八ティータイム
　午前10時30分～

※八・東・西は休館

 ほ・八えほんのじかん
　午前11時30分～

東体育館開放
　午前10時～（就学前まで）

9 10 11 12 13 14 15
クあそびの出前
　午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

ほ・八★お誕生会
　午前11時～

ほ・金★お誕生会
　午前11時～

東★親子ヨガ
　午前10時～（就学前まで）

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前10時～

八身体計測
　午前９時30分～（1歳以上児）

東子育て相談と身体測定
　午前10時～（就学前まで）

西新聞遊び
　午前10時～

八★リトミック
　午前10時～（1歳6か月～2歳児）

ク子育て相談日
　午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前10時～

西カンガルー広場
　午前10時～（既申込者対象）

安ねんねサロン
　午前９時30分～（1歳まで）

ほ・金赤ちゃんデー
　午前9時30分～

ほ・金フリートーク
　午前10時30分～

東体育館開放
　午前10時～（就学前まで）

西★サッカー教室
　午前10時30分～（年長～小３）

16 17 18 19 20 21 22
ク赤ちゃん広場
　午前９時30分～、午後１時30
分～（2か月～1歳）

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

ほ・八★手作りモビール
を作ろう！
　午前10時30分～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前10時～

ほ・金双子ちゃんデー
　午前10時～

あお話広場
　午前10時30分～

八★離乳食講座（もぐもぐ）
　午前９時30分～（8か月～10か
月児）

東★寝相アート
　午前10時～（0歳児）

西子育て相談・身体計測
　午前10時～

西歯科相談
　午前10時～

ク★おしゃべりサロン
　午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前10時～

西カンガルー広場 八★わくわく教室
(UVレジン)
　午前10時～（小学生）

東★まが玉づくり
　午後２時～（小学生）

23 24 25 26 27 28 29
ク赤ちゃん広場
　午前９時30分～、午後１時30
分～（2か月～1歳）

安絵本のひろば
　午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

八にこにこデー
　午前９時30分～（0歳児）

西栄養相談
　午前10時～（3か月以上児）

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前10時～

ほ・金身体測定日
　午前9時30分～

東★車づくり
　午前10時～（就学前まで）

ほ・八しゃべりば
　午前10時30分～

八★離乳食講座(ごっくん)
　午前９時30分～（5～7か月児）

ク身体測定
　午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前10時～

西★ベビーマッサージ
　午前10時～（1歳まで）

安子育て相談室
　午前10時～

ほ・金赤ちゃんデー
　午前9時30分～

ほ・金身体測定日
　午前9時30分～

東体育館開放
　午前10時～（就学前まで）

30 31 1 2 3 4 5

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

ほ・金スマホで素敵な写
真を撮ってみよう
　午前10時～

申
問
・

保
育
の
お
仕
事
し
ま
せ
ん
か
？

就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

問

幼
児
課　

 

（
36
）５
５
７
９
・
（
32
）６
５
１
８
・

１
４
３
５
２

滋
賀
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー

０
７
７（
５
２
５
）５
２
０
３
・

０
７
７（
５
２
１
）２
１
１
７

　

保
育
士
・
保
育
教
諭
・
幼
稚
園
教
諭
養

成
校
を
卒
業
予
定
の
学
生
や
免
許
・
資
格

取
得
済
み
の
方
や
、
看
護
師
資
格
を
持
つ

求
職
者
を
対
象
に
近
江
八
幡
市
内
の
保
育

所
（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園
・
小
規
模
保

育
事
業
所
・
家
庭
的
保
育
事
業
所
な
ど
の

就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　

各
園
（
所
）
の
保
育
内
容
・
特
色
・
採

用
情
報
や
働
く
保
育
士
の
声
を
直
接
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
前
申
込
不
要
・
参
加
無
料
・
履
歴
書
不

要
・
服
装
自
由
・
入
退
出
自
由

　

県
内
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
就

職
を
考
え
て
い
る
人
に
、
保
育
士
養
成
校

を
卒
業
予
定
の
学
生
や
一
般
求
職
者
を
対

象
に
開
催
し
ま
す
。
各
園
の
保
育
内
容
、

特
色
、
採
用
情
報
や
働
く
保
育
士
の
声
を

直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
前
申
込
不
要
・
参
加
無
料
・
履
歴
書
不

要
・
服
装
自
由
・
入
退
出
自
由
・
託
児
あ

り
（
事
前
申
込
要
）

日
時　
６
月
26
日
U　

午
後
１
時
30
分
～

４
時

場
所　
市
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

対
象　
保
育
の
職
場
に
就
労
を
希
望
す
る

学
生
と
一
般
求
職
者

日
時　
５
月
30
日
Q　

午
後
２
時
～
４
時

（
午
後
１
時
30
分
受
付
）

会
場　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ウ
ミ（
鷹
飼
町
）

対
象　
保
育
の
職
場
に
就
労
を
希
望
す
る

学
生
と
一
般
求
職
者

近
江
八
幡
市
保
育
施
設
等
就
職
フ
ェ
ア

滋
賀
の
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
等
就
職
フ
ェ
ア

生
涯
学
習
課

（
36
）５
５
３
３
・

（
36
）５
５
６
５
・

１
７
８
８
６

0
4

5
0

0
0

@
city.om

ihachim
an.lg.jp

子
ど
も
支
援
課

（
36
）５
５
６
２
・

（
32
）６
５
１
８
・

１
８
２
０
２

令
和
４
年

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

低
所
得
ひ
と
り
親
世
帯
向
け

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
を
支
給

　

新
成
人
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
の
実
行

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
一
生
に
一
度
の
思

い
出
に
残
る
成
人
式
を
自
分
た
ち
の
手
で

創
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
友
人
や
知
人

を
誘
っ
て
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

対
象　
平
成
13
年
４
月
２
日
～
平
成
14
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
令
和
４
年
新
成
人

で
、
会
議
（
９
月
か
ら
１
月
ま
で
の
全
６

回
程
度
、
午
後
７
時
頃
か
ら
開
催
予
定
）

に
出
席
で
き
る
人
、
ま
た
は
、
成
人
式
の

企
画
・
運
営
を
し
て
み
た
い
人
。
年
齢
は

問
い
ま
せ
ん
。

　

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
い
る
、
低
所
得
の
ひ
と

り
親
世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
臨

時
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
　
①
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
②
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
３
年
４
月
分

の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な

い
人
③
収
入
が
減
少
し
、
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
と
同
じ
水
準
と
な
っ
て
い
る
人

※ 

対
象
児
童
は
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

内
容　
成
人
式
（
記
念
式
典
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
）
の
企
画
・
運
営
な
ど

申
込
締
切　
６
月
30
日
R

申
込
方
法　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

お
子
さ
ん
の
心
身
に
お
お
む
ね
中
度
以

上
の
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
、
20
歳
未

満
ま
で

給
付
額　
児
童
１
人
に
つ
き
５
万
円

申
請
方
法　
①
に
該
当
す
る
人
／
申
請
不

要
で
す
。
５
月
11
日
E
に
児
童
扶
養
手
当

の
振
込
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

②
、③
に
該
当
す
る
人
／
申
請
が
必
要
で
す
。

※ 

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
・

申
問
・
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れ
ま
す
。
な
お
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま

す
が
、
付
加
保
険
料
は
納
付
で
き
ま
す
。

申
問
・
　

草
津
年
金
事
務
所　

国
民
年

金
課　

０
７
７
（
５
６
７
）２
２
２
０

保
険
年
金
課

（
36
）５
５
０
２
・

（
33
）１
７
１
７

７
６
７
６

　
「
近
江
八
幡
市
の
環
境
」は
、条
例
に
基

づ
く
環
境
報
告
書
と
し
て
、
市
の
環
境
の

現
状
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。
環
境
報

告
書
に
は
、
市
環
境
基
本
計
画
の
進
行
管

理
を
行
う
た
め
、
市
環
境
審
議
会
に
よ
る

環
境
関
連
の
事
務
事
業
評
価
結
果
や
河
川

水
質
、大
気
環
境
、ご
み
の
排
出
量
、二
酸

化
炭
素
排
出
量
の
推
計
値
な
ど
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、図
書
館
、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問　

環
境
課

（
36
）５
５
９
３
・

（
36
）５
８
８
２

７
３
４
３

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
？

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
晴
れ
た
日
で
日
差

し
が
強
く
、
風
の
弱
い
日
に
発
生
し
や
す

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
や
工
場
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る

窒
素
酸
化
物
と
炭
化
水
素
が
紫
外
線
に

よ
っ
て
光
化
学
反
応
を
起
こ
し
、
オ
ゾ
ン

や
そ
の
他
の
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
（
酸
化
性
物

質
）
を
発
生
さ
せ
、
健
康
に
も
悪
い
影
響

を
お
よ
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

発
費
用
が
抑
え
ら
れ
る
の
で
低
価
格
で
す
。

医
療
服
用
さ
れ
て
い
る
新
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
薬

に
か
か
る
個
人
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変
更
は
、

医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
症

状
や
病
状
に
よ
っ
て
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
を
使
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て

０
１
２
０
（
53
）０
０
０
６

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土
・

日
・
祝
日
年
末
年
始
除
く
）

問　

保
険
年
金
課

（
36
）５
５
０
１
・

（
33
）１
７
１
７

　

産
前
産
後
の
期
間
は
保
険
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
認
め
ら
れ
た
期
間
は
納
付
済
み

期
間
と
し
て
、
老
齢
基
礎
年
金
に
反
映
さ

れ
ま
す
。

対　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
出

産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
人

免
除
期
間　

単
胎
妊
娠
／
出
産
（
予
定
）

日
の
前
月
か
ら
４
か
月
間

多
胎
妊
娠
／
出
産
（
予
定
）
日
の
３
か
月

前
か
ら
６
か
月
間

※
出
産
と
は
妊
娠
85
日
以
上
の
出
産
を
い
う

持
ち
物　

年
金
手
帳
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
分
か
る
も
の
、
出
産
（
予
定
）
日

が
分
か
る
も
の
、
本
人
確
認
書
類
な
ど

届
出
期
間　

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か

ら
（
出
産
後
も
申
請
可
）

そ
の
他　

保
険
料
を
前
納
さ
れ
て
い
る
場

合
、
産
前
産
後
期
間
の
保
険
料
は
返
金
さ

記
名
国
債

請
求
期
間　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

請
求
場
所　

福
祉
政
策
課
、
安
土
未
来
づ

く
り
課

※ 

請
求
手
続
き
の
際
に
、
戦
没
者
の
氏
名
、

死
亡
時
の
本
籍
、
遺
族
の
状
況
な
ど
を
伺

い
ま
す
の
で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

福
祉
政
策
課

（
36
）５
５
８
５
・

（
32
）６
５
１
８

　

日
本
武
道
館（
東
京
都
千
代
田
区
）
で

開
催
予
定
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
列

さ
れ
る
ご
遺
族
を
募
集
し
ま
す
。

対　

原
則
、戦
没
者（
原
爆
、一
般
戦
災
死

没
者
を
含
む
）の
配
偶
者
・
子
・
父
母
・
兄

弟
姉
妹
・
孫
、
戦
没
者
の
子
・
兄
弟
姉
妹

の
配
偶
者
・
甥お
い

姪め
い

で
県
内
在
住
の
人
、
か

つ
１
泊
２
日
の
団
体
行
動
が
で
き
る
人

※ 

原
則
戦
没
者
１
人
に
つ
き
１
回
で
す
。２

回
目
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
や
、障
が

い
が
あ
り
介
助
者
の
同
行
を
必
要
と
す

る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日　

８
月
14
日
U
～
15
日
Q

定　

50
人
程
度（
応
募
多
数
の
場
合
は
優
先

順
位
順
で
同
順
位
の
場
合
は
抽
選
）、選
考

結
果
は
６
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

￥　

５
千
円
程
度

※
介
助
者
の
参
加
費
用
は
全
額
自
己
負
担

申　

ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
ス
に
次
の
事
項
を

記
入
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
①
参
加

希
望
者
の
住
所
、郵
便
番
号
、氏
名(

ふ
り

が
な)

、
生
年
月
日
、
性
別
、
戦
没
者
と
の

続
柄
、
電
話
番
号
②
戦
没
者
の
氏
名(

ふ

り
が
な)

、戦
没
時
の
本
籍
都
道
府
県
名
、

陸
軍
・
海
軍
の
別　

※ 

し
が
ネ
ッ
ト
受
付
サ
ー
ビ
ス
か
ら
も
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

締　

５
月
31
日
W（
当
日
消
印
有
効
）

申
問
・
　

県
健
康
福
祉
政
策
課　

援
護
係

０
７
７
（
５
２
８
）３
５
１
４

０
７
７
（
５
２
８
）４
８
５
０

〒
５
２
０-

８
５
７
７　

大
津
市
京
町
四

丁
目
一-

一

　

毎
年
６
月
か
ら
年
に
４
回
、「
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。
こ
の
お

知
ら
せ
は
、
加
入
者
が
受
診
し
た
医
療
機

関
や
医
療
費
を
確
認
い
た
だ
き
、
健
康
や

医
療
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
世
帯
ご
と
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
通
知
は
来
年
度（
令
和
４
年

度
）
の
確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
を
す
る

際
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
領
収
書
に
の
み
記
載
さ
れ
て

い
る
事
項
も
あ
り
ま
す
の
で
、
領
収
書
も

処
分
せ
ず
あ
わ
せ
て
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課

（
36
）５
５
０
１
・

（
33
）１
７
１
７

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
こ
れ
ま

で
の
効
き
目
や
安
全
性
が
実
証
さ
れ
て
き

た
お
薬（
新
薬
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
に

製
造
販
売
さ
れ
、
国
が
新
薬
と
同
等
と
認

め
た
安
価
な
お
薬
で
す
。

　

新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
を
使
用
し
、
開

申　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
関
す
る

課
題
や
抱
負
な
ど
」
を
テ
ー
マ
に
８
０
０

字
以
内
の
意
見
書
を
添
え
て
、
郵
送
ま
た

は
E
メ
ー
ル
で
応
募
く
だ
さ
い
。

締　

５
月
21
日
Y
必
着

※ 

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
問
・
　

人
権
・
市
民
生
活
課

（
36
）５
８
８
１
・

（
36
）５
５
５
３

011402@
city.om

ihachim
an.lg.jp

〒
５
２
３-

８
５
０
１（
住
所
記
載
不
要
）

１
８
１
６
０

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、

令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
で
公
務
扶
助
料

な
ど
の
年
金
給
付
の
受
給
権
者
が
い
な
い

場
合
、
次
の
順
番
に
よ
り
先
順
位
の
遺
族

に
支
給
し
ま
す
。

① 

令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金

の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③ 

戦
没
者
な
ど
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、

生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
な
ど
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、

順
番
が
入
れ
替
わ
る
）

④ 
右
記
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の
三
親
等
内

の
親
族（
甥お
い

、
姪め
い

な
ど
）

※ 

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

人
に
限
る
。

支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の

日 日時 場 場所
対 対象 内 内容
定 定員 ￥ 費用
出 出演 持 持物
講 講演・講師
申 申込方法
締 申込締切 / 期間

識
が
な
い
場
合
も
バ
ス
は
停
車
し
ま
す
の

で
、
進
行
方
向
側
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問　

近
江
タ
ク
シ
ー
㈱
市
民
バ
ス
運
行

管
理
室　

(

36)

５
７
８
０

交
通
政
策
課

(

36)

５
５
１
５
・

(

36)

５
５
５
３

　

５
月
初
旬
に
令
和
３
年
度
納
税
通
知
書

と
納
付
書「
全
期（
一
括
納
付
）と
期
別（
１

期
～
４
期
）」を
あ
わ
せ
て
送
付
し
ま
す
。

納
期
ご
と
に
納
付
書
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
を
共
有
名
義
で
所
有
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
共
有
代
表
者
の
み
に
納
税
通

知
書
と
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

共
有
代
表
者
以
外
の
共
有
名
義
人
で
課

税
明
細
が
必
要
な
場
合
は
、５
月
中
は
無

料
で
交
付
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

税
務
課
固
定
資
産
税
グ
ル
ー
プ

（
36
）５
５
０
６
・

（
33
）３
６
７
０

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
事
項

を
審
議
し
て
い
た
だ
く「
近
江
八
幡
市
男

女
共
同
参
画
審
議
会
」
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

対　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
で
、

年
３
回
程
度
の
会
議
に
出
席
可
能
な
人
。

地
方
公
共
団
体
な
ど
の
議
員
、
常
勤
の
公

務
員
は
除
き
ま
す
。

募
集
人
数　

若
干
名

任
期　

委
嘱
の
日
～
令
和
５
年
３
月
31
日

　

証
明
書
交
付
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
更

新
な
ど
の
た
め
、
次
の
期
間
は
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

停
止
期
間　

５
月
１
日
U
～
５
月
５
日

D
、
５
月
19
日
R
、
５
月
31
日
W
の
終
日

※ 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
時
間

は
、午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時
で
す
。

問　

市
民
課

（
36
）５
５
０
０
・

（
33
）１
７
１
７

１
６
８
６
４

　

６
月
１
日
か
ら
市
民
バ
ス（
あ
か
こ
ん

バ
ス
）
の
時
刻
表
と
バ
ス
停
留
所
の
一
部

を
変
更
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
本
紙
と
同

時
配
布
の「
近
江
八
幡
あ
か
こ
ん
バ
ス
令

和
３
年
６
月
１
日
改
正
・
時
刻
表
」
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
道
路
幅
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

片
側
方
向
に
の
み
バ
ス
停
標
識
を
設
置
し

て
い
る
バ
ス
停
留
所
が
あ
り
ま
す
が
、
標

ホームページ
ID 番号

「
近
江
八
幡
市
の
環
境
」を
公
表
し
ま
す

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
停
止
し
ま
す

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
な
ど
を

送
付
し
ま
す

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
・
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に

ご
注
意
を

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」を
送
付
し
ま
す

あ
か
こ
ん
バ
ス
の
時
刻
表
と

停
留
所
の
一
部
を
変
更
し
ま
す

Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
は
？

　

大
気
中
に
浮
遊
し
て
い
る
２
・
５
マ
イ

ク
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
小
さ
な
粒
子
の
こ

と
で
す
。
Ｐ
Ｍ
２
・
５
は
非
常
に
小
さ
い

た
め
、
肺
の
奥
深
く
ま
で
入
り
や
す
く
、

呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
へ
の
影
響
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
し
ら
せ
る
滋
賀
情
報
サ
ー
ビ
ス
」

　

登
録
手
続
き
を
す
る
と
、
県
内
の
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
注

意
喚
起
の
情
報
、
防
災
・
防
犯
、
身
の
回

り
の
危
険
に
関
す
る
情
報
な
ど
が
メ
ー
ル

やLIN
E

で
配
信
さ
れ
ま
す
。

　

https://w
w

w
.pref.shiga.lg.jp/

ippan/kurashi/ict/1
1

6
8

8
.htm

l

問　

県
東
近
江
健
康
福
祉
事
務
所（
東

近
江
保
健
所
）　

（
22
）１
３
０
９

県
東
近
江
環
境
事
務
所　

（
22
）７
７
５
８

環
境
課

（
36
）５
５
９
３
・
（
36
）５
８
８
２

　

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
も
の
忘
れ
が
簡
単
に

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す(

認
知
症
の
診
断
で

は
あ
り
ま
せ
ん)

。普
段
の
生
活
の
中
で
、

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
や
心
配
ご
と
が
あ
れ

ば
お
越
し
く
だ
さ
い
。要
予
約
・
参
加
無
料

日　

５
月
13
日
T　

午
後
１
時
30
分
～

４
時

場　

ひ
ま
わ
り
館　

２
階

対
・
定　

市
内
在
住
者
・
12
人

申　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

長
寿
福
祉
課

（
31
）３
７
３
７
・

（
31
）３
７
３
８

７
１
５
９

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
者
募
集

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料

産
前
産
後
の
免
除
制
度
の
お
知
ら
せ

も
の
忘
れ
相
談
会

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
を

募
集
し
ま
す



広報おうみはちまん　2021.5.1 24広報おうみはちまん　2021.5.125

　

聴
覚
障
が
い
者
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
支
援
と
交
流
活
動
を
促
進
す
る

た
め
、
手
話
や
聴
覚
障
が
い
な
ど
に
つ
い

て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
手
話
の
基
本

文
法
や
語ご

い彙
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、

表
現
能
力
や
読
み
取
り
能
力
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

日　

６
月
３
日
か
ら
11
月
25
日
ま
で
の
毎

週
木
曜
日　

午
後
７
時
～
９
時(

７
月
22

日
T
、
８
月
12
日
T
、
９
月
23
日
D
は
除

く)※
講
座
の
ほ
か
、実
習
を
３
回
行
い
ま
す
。

場　

ひ
ま
わ
り
館

対　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・ 

市
内
在
住
、在
勤
、在
学
の
15
歳
以
上
で
、

手
話
学
習
経
験
が
お
お
む
ね
１
年
以
上
の

人
。

・ 

令
和
２
年
度
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座【
入

門
編
／
前
期
】を
修
了
し
た
人
。

※
原
則
、全
課
程
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

15
歳
か
ら
17
歳
ま
で
の
人
は
、
保
護
者

の
同
意
・
送
迎
が
あ
れ
ば
可
能
。

※ 

年
齢
は
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在

定　

30
人
程
度（
申
込
者
多
数
の
場
合
は

書
類
選
考
を
行
い
ま
す
）

￥　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

申　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
申
込

書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）

締　

５
月
21
日
Y
必
着

【出典　わたしたちの手話学習辞典】

障がい福祉課　 （31）3711・ （31）3738問

　

３
月
19
日
か
ら
４
月
19
日
ま
で
の
受
付
分

　

福
祉
基
金
に
と

　

光
友
易
学　

５
千
円

　

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
と

　

匿
名　

２
千
円

手み な のん 話 ㊾

▼
陸
上

日
・
場　

６
月
12
日
U　

午
前
10
時
～
午

後
４
時
／
水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森（
甲
賀
市
）

▼
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

日
・
場　

７
月
３
日
U　

午
前
10
時
～
午

後
４
時
／
長
浜
バ
イ
オ
大
学
ド
ー
ム（
長

浜
市
）

▼
ボ
ッ
チ
ャ

日
・
場　

７
月
24
日
U　

午
前
10
時
～
午

後
４
時
／
Ｙ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
ア
リ
ー
ナ（
草
津
市
）

【
共
通
】対　

県
内
在
住
の
９
歳
以
上（
４

月
１
日
時
点
）で
、身
体
・
知
的
・
精
神
障

が
い
の
あ
る
人

【
共
通
】
申　

障
が
い
福
祉
課
に
あ
る
参

加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

５
月
20
日
T
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
、
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

障
が
い
福
祉
課

（
31
）３
７
１
１
・

（
31
）３
７
３
８

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

０
７
７
（
５
２
２
）６
０
０
０

０
７
７
（
５
２
１
）８
１
１
８

日　

５
月
28
日y

　

午
前
９
時
～
正
午

場　

ひ
ま
わ
り
館　

相
談
室
１

対　

目
が
見
え
に
く
い
人
、
見
え
な
い
人

や
そ
の
ご
家
族

問　

近
江
八
幡
市
視
覚
障
害
者

福
祉
協
会　

成な
り
さ
わ澤
さ
ん

０
９
０
（
１
１
３
９
）９
８
０
１

申
問
・
　

障
が
い
福
祉
課

(

31)

３
７
１
１
・

(

31)

３
７
３
８

010837

＠city.om
ihachim

an.lg.jp

〒
５
２
３
ー
０
０
８
２　

土
田
町
１
３
１
３

日　

５
月
15
日
U　

午
前
８
時
30
分
～

11
時　

※
少
雨
決
行
、荒
天
中
止

場　

市
役
所
駐
車
場

問　

農
業
振
興
課

（
36
）５
５
１
４
・

（
46
）５
３
２
０

７
８
０
９

コシノジュンコ／著 
（世界文化社）おかだだいすけ／文

遠藤宏／写真  (岩崎書店)

『おすしやさんに
　いらっしゃい！
　　生きものが食べものに
　　なるまで』

『コシノジュンコ
　56 の大丈夫』

Book

おすすめ新着本
児童書

おすすめ新着本
一般書

『みち』さいとうしのぶ／作・絵  （ひさかたチャイルド）

『水がすきじゃなかったアヒル』
スティーブ・スモール／絵と文・青山南／訳（化学同人）

『はからはじまるカルシウムのはなし』
伊沢尚子／作・ダイスケ・ホンゴリアン／絵（福音館書店）

『Ｍガールズ』　　　　　　　　  濱野京子／作（静山社）

図書館においでよ!
近江八幡図書館　 （32）4090・ （32）4099
安土図書館　　　 （46）6479・ （46）6591

□－近江八幡図書館
○－安土図書館
■－両館

5 月の休館日

　日本のファッション界をけん引してきた著者が、自
分自身に言い続けてきたのが「大丈夫」という言葉で
した。「大丈夫。策は無限にある」など 56 のポジティ
ブな言葉が、先を見通せない今を生きる私たちに、力
を与えてくれます。

　海で泳いでいたキンメダイ、アナゴ、イカはどうやっ
て、「おすし」になるのかな？骨を抜いたり、あぶっ
たりと、おいしく食べるためのいろんな工夫が紹介さ
れていて、おもわず食べたくなる！

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

『往復書簡 老親友のナイショ文』
瀬戸内寂聴・横尾忠則／著（朝日新聞出版）

『クララとお日さま』
カズオ・イシグロ／著・土屋政雄／訳（早川書房）

『その扉をたたく音』　　　　 瀬尾まいこ／著（集英社）

『農家が教える草刈り・草取りのコツと裏ワザ』
農文協／編（農山漁村文化協会）

( 家の屋根に見立て ) 斜めに立てた
手の下から、もう片方の手を出す

(

敬
称
略)

〈今月のおはなし会〉
近江八幡おはなし研究会のおはなし会

対象　市内在住の 3 ～ 5 歳

開催日　5 月 8 日 U

時�間　午前 10 時 15 分～ ・午前 10 時 40 分～・
　　　午前 11 時 5 分～

場所　近江八幡図書館　　　定員　各回 3 組

申�込方法　5 月 6 日 T 午前 10 時 30 分から近江八幡図
書館カウンターまたは電話で受け付けます。先着順。

※ 金田コミュニティセンターでのおはなし会は、5 月 22
日 U に開催します。

安土おはなし童話クラブのおはなし会
対象　市内在住の 3 ～ 5 歳・小学生

開催日　5 月 15 日 U

時�間　3 ～ 5 歳　午前 10 時 10 分～ ・午前 10 時 30 分～
　　　小学生　午前 11 時 10 分～・午前 11 時 30 分～

場所　安土図書館　　　定員　各回 2 組

申�込方法　5 月 12 日 R 午前 10 時 30 分から安土図書館
カウンターまたは電話で受け付けます。先着順。

出かける帰る

近
江
八
幡
こ
だ
わ
り
食
材

産
地
直
売
軽
ト
ラ
市

※ �5 月の「1組だけのちいちゃいちいちゃい
　おはなしメリーゴーランド」はお休みします。

★図書配送サービスの日程変更　5 月 6 日 T を 5 月 7 日 Y に変更
★ゴールデンウィークの休館のお知らせ　近江八幡図書館　５月 3 日 D ～ 5 日 D、安土図書館　５月 5 日 D ～ 7 日 Y

開いて斜め前に置いた手を
閉じながら手前に引く

第
59
回
滋
賀
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
の
部
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
基
礎
編
／
後
期
）
受
講
者
募
集

目
が
見
え
に
く
い
、見
え
な
い
人
の
相
談
会

篤志をお寄せいただいた皆さん（４月 19 日現在・敬称略）

明治安田生命保険相互会社 コロナ対策にと　15 万円

安土城再建を夢見る会
市内小・中学校にと
研究成果をまとめた図書　19 冊

八幡調理師会
子どもたちの食育にと

「近江八幡と竜王の郷土料理」DVD　30 枚

文化遺産として
松明を次世代へ贈る会

伝統文化の継承にと
手づくりミニ松明　7 本 

今
月
の
税
・
料
の
納
付

（
納
付
期
限　

５
月
31
日
W
）

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
全
期
・
１
期
）

軽
自
動
車
税
（
全
期
）

5月の移動図書館「はちっこぶっく号」
　　　��巡回スケジュール　�※各施設の滞在時間は 30 分です  

日時 場所

５月６日 T

午前９時 30 分～ 島コミュニティセンター

午前 10 時 30 分～ 岡山コミュニティセンター

午前 11 時 30 分～ 北里コミュニティセンター

５月 12 日 R 午後１時 30 分～ サン・ビレッジ近江八幡

５月 13 日 T

午前９時 30 分～ 桐原コミュニティセンター

午前 10 時 30 分～ 馬淵コミュニティセンター

午前 11 時 30 分～ 武佐コミュニティセンター

５月 20 日 T

午前９時 30 分～ 老蘇コミュニティセンター

午前 10 時 30 分～ 安土コミュニティセンター

午前 11 時 30 分～ 金田コミュニティセンター

５月 21 日 Y 午前 11 時 30 分～ 市役所臨時駐車場
（近江八幡商工会議所北隣）
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日  日時　場  場所　対  対象　内 内容　定  定員　￥  費用　講  講師　出  出演　持  持ち物　申  申込方法　締  申込締切・申込期間市 のし だよりせつ
城奈緒美パイプオルガンリサイタル
　　　　～オトノナミ～

　文芸セミナリヨ専属オルガニスト城
奈緒美の5年ぶりとなるリサイタル。
日　7月17日U　午後２時開演

（午後1時30分開場）
￥　一般    2,000円
高校生以下 1,000円
※当日各500円増し　全席指定（未就
　学児入場不可）
出　城奈緒美（文芸セミナリヨ専属オ
ルガニスト）

あづちマリエート  

TEL (46)2645・FAX (46)3238  

猪ノ田裕樹絵画展「霽
せい

」

　東近江市在住の画家である猪ノ田
裕樹さんは、近江の自然と人との共生
をテーマにした幻想的で情感あふれ
る大作群や人物画、花などを描かれ
ています。今回のタイトル「霽

せい

」は｢雨(
あめかんむり)｣の下に、終わることを
意味する「齋」(斉の旧字体)と書いて、

「霽」雨や雪が降り終わって、｢はれる｣
ことを表します。
　なぜ、絵を描くのか？空、大地、風、
湖、人、花、それは「霽

は

れ」ゆく心へ向か
う｢現

い

在
ま

｣、｢未来｣を凝
み

視
つ

め、明
あ

日
す

を共
有したいがためなのかもしれません。
冬、春から秋へ移りゆく大作群、疫病
終息への祈りを込めた大作、人物画な
ど、約25点を展示します。
日　5月14日Y～6月30日R

　　　　午前９時～午後５時
　　　　（入館は午後4時30分まで）

文化会館友の会　会員募集
　入会すると文化会館が主催するコ
ンサート、寄席などの公演チケット
の先行予約やチケット購入に使える
500円割引券（1枚）進呈、当館で開
催される公演案内などの特典があり
ます。
￥　年会費1,000円
申　当館窓口で申し込みください。

ワンコインコンサート　シリーズ134
「二台ピアノで楽しい世界旅」

　
　乳幼児から本物の音楽に触れてほ
しいと開催するコンサート。姉妹デュオ
がお届けする息の合った演奏をお楽し
みください。
日　5月22日U　午前10時30分開演

（午前10時10分開場）
￥　500円　※全席自由・保護者1人
につき膝上の乳幼児1人は無料
出　松田みゆき・小林千夏

弓道体験教室
日　7月3日U ～ 9月4日U毎週土曜

（全10回）　午後7時～ 8時30分
　【事前説明会】
　6月12日U　午後5時30分～ 7時

（教室参加者は出席必須）
対　市内在住・在学・在勤の
　　中学生以上
￥　8,000円
定　15人

日  日時　場  場所　対  対象　内 内容　定  定員　￥  費用　講  講師　出  出演　持  持ち物　申  申込方法　締  申込締切・申込期間市 のし だよりせつ

小林 千夏

　　休館日：月曜日
￥　一般 300円、小･中学生 200円

第14回囲碁将棋交流会

日　6月6日Q　午後0時30分～4時
30分
定　囲碁 20 人、将棋 14 人
申　電話で申し込みください。
締　5 月 6 日 T ～ 5 月 20 日 T

※定員になり次第終了・マスク着用

健康ふれあい公園　 
TEL (37) 0077・FAX (38) 0006
httpｓ： ／ ／omi8man-kenkofureai.jp/

申　直接窓口で申し込みください。
締　5月31日W

煌　秋色の風  ( 油彩 )教室に参加してみませんか？
　毎週は予定が・・・という人でも都度
参加のスポット利用ができます♪
～プール～
機能改善＆ダイエット／水曜　午前
10時～10時45分
機能改善スイム／金曜　午前10時
～10時45分
～スタジオ～
ZUMBA／火曜　正午～午後0時50分
美ラインエクササイズ／金曜　午後7
時45分～8時55分
～テニス～
初心者（小学5年生以上）／金曜　午
後6時30分～7時55分
初級～初中級（高校生以上）／金曜　
午後8時～9時30分
初心者（小中学生）／土曜　午後5時
30分～6時55分
初級～初中級　高校生以上／土曜　
午後7時～8時30分
￥　プール　　1回1,400円
　　スタジオ　 1回1,000円
　　テニス　　1回1,500円
※ 開催日、時間は教室によって異なり

ます。詳しくはお問い合わせいただ
くか、施設ホームページをご覧くだ
さい。

広告

内科・消化器科・小児科・循環器科・ｱﾚﾙｷﾞｰ科

けいさつ署●

　クリーニング
●相互

マイン薬局●

ココ
★

近江八幡市立
総合医療センター
八木町

堀上町

広告

まつざわ
メディカルクリニック
Matsuzawa Medical Clinic

(Internal medicine)

( 旧 松澤医院 ) 
近江八幡市土田町 268-3

診 療 時 間 日 月 火 水 木 金 土

AM  8:30 ～ 12:00
※日曜は9：00～

※

祝日は休み

PM  4:30～ 7:00

A（0748）
32-4508

http://324508.jp

桐
原
東
小
学
校

白
鳥
川●

●

センターより
とほ

３分

広告

　フィラリア予防
　狂犬病予防注射
　混合ワクチン
　ノミダニ予防

広告

みかみ動物病院
近江八幡市江頭町４４３(パチンコ屋さん向かい)

◎しつけ、飼い方相談

TEL:0748-31-4712　木曜日、日曜午後休診
予約診察ご希望の方は、お電話にて受け付けております。

限りはありますが、当日でも予約可能です。

動物を初めて飼った、飼ったけど
困りごとが出てきた等、病気以
外でも、気軽にご相談ください。

（特に、子犬・子猫の時期のしつ
けは重要です）

文芸セミナリヨ 
TEL (46)6507・FAX (46)6510 

文化会館   
TEL (33)8111・FAX (33)8112 

市民共生センター
（はつらつ館・水曜休館） 
TEL (31)2700・FAX (31)2800 

かわらミュージアム 

TEL (33)8567・FAX (33)8722 

サン・ビレッジ近江八幡 
TEL (37)0303・FAX (37)0255      

松田 みゆき

◎各教室にご参加の際は、必ず自宅で検温

し体調を確認してから、お越しください。

シニア健康教室
　ゴムチューブの体操や脳トレーニ
ングをして健康を保ちましょう。
日 　5月14日Y・28日Y、6月11日
Y・25日Y　午前10時～11時30分
対　50歳以上の人　　定　20人
講　土田政代さん（健康運動指導士）
￥　1回350円（保険料）
※ゴムチューブは貸出と販売をしてい   
　ます。

マレットゴルフコース
　文芸の郷公園内の遊歩道で18
ホールの山間コースを楽しめます。指
導は、近江八幡市マレットゴルフ協会
員の皆さんです。
日　毎週水曜
　　（１週間前に予約してください）
　　毎週土曜
　　（事前に予約してください）
　　午後１時～５時
　　（冬季は午後４時まで）

持　体育館シューズ・タオル・飲み物
申　電話で申し込みください。

能楽教室受講生募集
　謡と仕舞の基礎が学べます。経験
者も受講可能です。
日　月２回のお稽古（木曜日コース、
土・日曜日コース）
時間についてはお問い合せください。
￥   月額：2,500円（高校・大学生）、
3,500円（一般）
    市外の人はいずれも500円増
講　深野新次郎さん・深野貴彦さん
　（シテ方観世流能楽師）
※経験者も受講可能です。　
申　お問い合わせのうえ、所定の申
込用紙を提出ください。※5月13日
㈭・20日㈭は無料で体験・見学ができ
ます。事前に電話で予約してください。

対　小学生以上
￥　ステック・ボール　
　　　　　１回１人につき100円
　　ゴールフラッグ・マット一式
　　　　　１回１グループ100円
※市外利用者は100円増

煌　秋色の風  
    ( 油彩 )
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日 日時　場 場所　対 対象　内 内容　定 定員　￥ 費用　講 講演・講師　持 持物　申 申込方法　締 申込締切・申込期間
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見
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聞
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①
５
月
20
日
T
・「
脳
ト
レ
し

て
脳
を
活
性
化
し
ま
し
ょ
う
！
」、
②
７
月

22
日
T
・「
ハ
ー
ブ
を
育
て
ま
し
ょ
う
」、
③

９
月
16
日
T
・「
高
齢
者
の
睡
眠
の
特
徴
（
仮

題
）」、
④
11
月
25
日
T
・「
折
り
紙
で
季
節

を
感
じ
ま
し
ょ
う
」、
⑤
令
和
４
年
２
月
24

日
T
・「『
話
す
・
食
べ
る
』
力
の
衰
え
の
予

防
」　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

場　

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
記
念
館

（
旧
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
・
為
心
町
中
）

対
・
定　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人
・
15
人

申　

往
復
ハ
ガ
キ
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
５
２
３
ー

０
８
０
６
北
之
庄
町
４
９
２　

ヴ
ォ
―
リ
ズ

記
念
病
院
内
介
護
予
防
教
室
係
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
（
単
月
の
申
し
込
み
可
）。

問　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
（
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
記
念
病
院
内
）

中
上
さ
ん　

（
32
）
７
１
３
０

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
米
原
出
張
窓

口
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

５
月
６
日
T
は
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館

い
）
を
５
月
16
日
Q
ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申

問
・
　

徳
永
さ
ん

・

（
46
）
５
０
６
４

携
帯
電
話　

０
９
０
（
１
５
８
６
）
０
８
７
２

「
憲
法
週
間
」
の
行
事

◇
滋
賀
弁
護
士
会
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
所

開
設

日　

５
月
６
日
T　

午
前
９
時
30
分
～
正

午
、
午
後
１
時
～
４
時

場　

滋
賀
弁
護
士
会
館（
大
津
市
梅
林
一
丁
目
）

定　

33
人
（
１
人
30
分
、
先
着
順
）

申

問
・
　

滋
賀
弁
護
士
会

０
７
７
（
５
２
２
）
３
２
３
８

◇
大
津
地
方
検
察
庁
に
よ
る
刑
事
事
件
の
被

害
者
支
援
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
開
設

日　

５
月
６
日
T
・
７
日
Y　

午
前
９
時

～
午
後
４
時

場　

大
津
地
方
検
察
庁（
大
津
市
京
町
三
丁
目
）

申

問
・
　

大
津
地
方
検
察
庁
検
察
広
報
官

０
７
７
（
５
２
７
）
５
１
４
４

◇
大
津
地
方
法
務
局
に
よ
る
人
権
相
談
窓
口

の
開
設

日　

土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
き
常
時
開
設

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

場　

大
津
地
方
法
務
局（
大
津
市
京
町
三
丁
目
）

申

問
・
　

大
津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

市
民
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

「
や
さ
し
い
フ
ラ
ン
ス
語
」
編

　

初
め
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ぶ
人
を
対
象
に

開
催
し
ま
す
。

春
季
特
別
展

「
び
わ
湖
と
城

 

ー
信
長
・秀
吉
・家
康
の
湖
上
支
配
ー
」

日　

６
月
６
日
Q
ま
で　

午
前
９
時
～
午

後
５
時
、
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
（
５

月
６
日
T
と
10
日
以
降
の
毎
月
曜
休
館
）

場　

県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

￥　

大
人
９
０
０
円
、
高
校
・
大
学
生

６
４
０
円
、
小
・
中
学
生
４
２
０
円
、
県
内

高
齢
者(

65
歳
以
上)
４
６
０
円

問　

県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

(

46)

２
４
２
４
・

(

46)
６
１
４
０

企
画
展

「
文も

じ

も

じ

こ

と

の

は

字
模
似
言
葉
」

　

創
造
性
豊
か
な
文
字
や
こ
と
ば
の
作
品
を

〝
視
る
読
む
聴
く
〟
展
覧
会
。

日　

５
月
30
日
Q
ま
で
午
前
11
時
～
午
後
５

時（
５
月
６
日
T
と
10
日
以
降
の
毎
月
曜
休
館
）

場　

ボ
ー
ダ
レ
ス
・
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
Ｎ
Ｏ
ー
Ｍ
Ａ
（
永
原
町
上
16
）

￥　

一
般 

３
０
０
円
、
高
校
生
・
大
学
生

２
５
０
円
、
中
学
生
以
下 

無
料
、
障
が
い

の
あ
る
人
と
付
添
者
１
人 

無
料

問　

Ｎ
Ｏ
ー
Ｍ
Ａ　

（
36
）
５
０
１
８

古
本
リ
サ
イ
ク
ル

『ゆ
っ
く
ぶ
っ
く
』

　

市
立
図
書
館
の
廃
棄
図
書
や
雑
誌
、
寄

贈
本
を
毎
月
第
１
土
・
日
曜
に
廉
価
で
提
供
。

日　

５
月
１
日
U
・
２
日q

、
６
月
５
日

U
・
６
日
Q　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

場　

近
江
八
幡
図
書
館  

２
階

問　

近
江
八
幡
読
書
グ
ル
ー
プ
連
絡
会　

小お
ぐ
ら椋
さ
ん 

０
９
０
（
１
５
８
２
）
４
６
４
４

第
１
０
８
回
八
美
会
展

　

発
足
50
周
年
を
記
念
し
て
油
彩
・
水
彩
約

80
点
を
展
示
。
観
覧
無
料
。
５
月
16
日
Q
午

前
10
時
～
正
午
、
展
示
会
場
で
「
絵
手
紙
体

験
教
室
」
を
開
催
。
令
和
３
年
度
市
ま
ち
づ

く
り
芸
術
振
興
事
業
補
助
金
を
活
用
。

日　

５
月
13
日
T
～
16
日
Q
　
午
前
９
時

～
午
後
5
時
（
13
日
は
午
前
11
時
か
ら
、
16

日
は
午
後
4
時
ま
で
）

場　

市
文
化
会
館　

展
示
室

問　

肥
後
さ
ん　

（
37
）
７
８
４
８

第
17
回
ア
ー
ト
遊
覧
展

　

近
江
八
幡
美
術
協
会
会
員
33
人
の
絵
画
・

立
体
・
工
芸
・
書
・
写
真
を
一
堂
に
。

日　

５
月
23
日
Q
～
30
日
Q
　
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
23
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
26

日
は
午
後
４
時
ま
で
。
25
日
は
休
館
）

場　

市
文
化
会
館　

展
示
室　

入
場
無
料

問　

近
江
八
幡
美
術
協
会　

島
さ
ん

０
９
０
（
２
１
０
６
）
２
４
１
３

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
体
験

第
６
回
ビ
ー
バ
ー
の
集
い

　

巨
大
パ
ズ
ル
や
段
ボ
ー
ル
キ
ャ
タ
ピ
ラ

ー
、
ブ
ラ
ン
コ
、
綱
渡
り
な
ど
仕
掛
け
い
っ

ぱ
い
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
低
学
年
の
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日　

５
月
23
日
Q　

午
前
10
時
～
午
後
３

時
ご
ろ
（
午
前
9
時
30
分
受
付
）
小
雨
決
行

場　

近
江
風
土
記
の
丘
（
県
立
安
土
城
考

古
博
物
館
隣
の
広
場
）

対
・
定　

県
内
在
住
の
幼
児
・
小
学
生
と

家
族　

20
人
（
先
着
順
）　

￥　

参
加
無
料　
（
傷
害
保
険
加
入
な
し
）

持　

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具　

申　

保
護

者
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
者
数
（
大
人
、

小
学
生
、
幼
児
の
内
訳
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

日　

５
月
25
日
E
～
７
月
13
日
E
の
毎
週

火
曜
日　

午
前
10
時
～
11
時
（
全
８
回
）

場　

ひ
ま
わ
り
館

定　

10
人
程
度
（
最
小
催
行
人
数
４
人
）

￥　

８
千
円
（
初
回
一
括
払
）

講　

井
須
サ
ブ
リ
ナ
さ
ん（
フ
ラ
ン
ス
出
身
）

申　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書
い
て

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申

問
・
　
（
公
財
）
近
江
八
幡
市
国
際
協
会 

・

（
26
）
７
０
９
２

om
i8

m
an-i-a@

gaia.eonet.ne.jp

 https://w
w

w
.oia2

0
2

1
.com

/

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
受
講
生

（
第
43
期
）
募
集

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
新
し
い
知
識
と
教
養

を
身
に
つ
け
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
活
躍

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
、
県
社
会
福
祉

協
議
会
が
開
設
し
て
い
ま
す
。

日　

10
月
～
令
和
５
年
９
月
（
２
年
間
）

※
登
校
日
は
月
５
～
６
日
程
度

対　

県
内
在
住
の
令
和
３
年
10
月
１
日
現

在
で
60
歳
以
上
の
人

内　

必
修
講
座
（
全
員
受
講
）
と
選
択
講

座
（
専
門
的
な
知
識
・
技
術
の
習
得
）

￥　

２
万
５
千
円
（
前
期
・
後
期
と
も
。

教
材
費
・
傷
害
保
険
料
・
見
学
研
修
費
用
な

ど
は
別
途
自
己
負
担
）

申　

募
集
要
項
、
入
学
願
書
な
ど
の
必
要
書

類
は
、レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
（
草
津
・
米
原
校
）、

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
５
月
6
日
T
以
降
順
次
配
布

予
定
で
す
。
び
わ
こ
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト（http://

の
休
館
日
の
た
め
、
米
原
出
張
窓
口
は
お
休
み

で
す
。
申
請
は
平
日
の
火
・
水
・
木
曜
日
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
大
津
の
窓
口
（
ピ

ア
ザ
淡
海
１
階
、
大
津
市
に
お
の
浜
一
丁
目
1

番
地
20
）
は
月
曜
～
金
曜
（
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）
に
申
請
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

滋
賀
県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

０
７
７
（
５
２
７
）
３
３
２
３

令
和
３
年
度
の
労
働
保
険
年
度
更
新

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の

年
度
更
新
手
続
き
は
「
令
和
２
年
度
の
確
定

保
険
料
」
と
「
令
和
３
年
度
の
概
算
保
険
料

と
一
般
拠
出
金
（
石
綿
健
康
被
害
救
済
法
）」

を
自
主
的
に
申
告
・
納
付
い
た
だ
く
重
要
な

手
続
き
で
す
。
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
最

寄
り
の
金
融
機
関
、
労
働
基
準
監
督
署
な
ど

で
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

《
手
続
期
間
》
６
月
１
日
E
～
７
月
12
日
W

《
申
告
書
の
受
付
・
相
談
会
》
県
内
各
地
で

実
施
し
て
い
ま
す
。（
東
近
江
労
働
基
準
監

督
署
で
は
７
月
２
日
・
６
日
（
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
）
に
開
催
し
ま
す
。

問　

滋
賀
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

０
７
７
（
５
２
２
）
６
５
２
０

相
続

・
税
金
の
個
別
無
料
相
談
会

日　

５
月
29
日
U　

午
前
９
時
～
10
時
、
午

前
10
時
30
分
～
11
時
30
分  （
各
時
間
帯
１
組
）

場　

北
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

申　

予
約
先
着
順
・
マ
ス
ク
着
用
の
こ
と

申

問
・
　

税
理
士　

三
崎
さ
ん

  

０
９
０
（
８
１
９
２
）
２
５
５
０

m
isakisny0123@

leto.eonet.ne.jp

で
聴
覚
障
が
い
者
に
そ
の
場
の
話
を
伝
え
る

通
訳
と
な
り
、
聴
覚
障
が
い
者
の
社
会
参
加

を
支
援
す
る
要
約
筆
記
者
を
養
成
し
ま
す
。

日　

５
月
12
日
～
令
和
４
年
１
月
19
日　

毎
週
水
曜　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分　

場　

県
立
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
（
草
津

市
大
路
・
Ｊ
Ｒ
草
津
駅
東
口
徒
歩
10
分
）

対　

全
回
受
講
可
能
な
18
歳
以
上
の
人

￥　

受
講
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
３
６
７
０
円
）

締　

５
月
７
日
Y

申

問
・
　

県
立
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
へ

開
催
要
項
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

０
７
７
（
５
６
１
）
６
１
１
１

https://shigajou.or.jp/

ご
み
の
な
い
さ
わ
や
か
な
街
を
め
ざ
し
て

　
　

滋
賀
県
で
は
今
年
度
全
県
的
に
取
り
組

む
次
の
環
境
美
化
運
動
に
参
加
・
協
力
い
た

だ
け
る
事
業
所
や
団
体
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
運
動
名　

基
準
日
・
運
動
期
間
）

〇
「
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」

    

５
月
30
日
・
５
月
23
日
～
６
月
６
日

〇
「
び
わ
湖
を
美
し
く
す
る
運
動
」

 　

７
月
１
日
・
６
月
24
日
～
７
月
８
日

〇
「
県
下
一
斉
清
掃
運
動
」 

    

12
月
１
日
・
11
月
24
日
～
12
月
８
日

申

問
・
　

市
環
境
美
化
推
進
協
議
会
事
務

局
（
環
境
課
）

（
36
）
５
５
０
９

島
コ
ミ
セ
ン
で
英
語
検
定
・
漢
字
検
定

内
・
日　

☆
英
語
検
定(

２
級
～
５
級
）・

広告

白鳥メディカルゾーン
②田原整形外科
　TEL(33)1780

③耳鼻咽喉科
　　坂口クリニック
　TEL(36)3341

④ともこどもクリニック
　TEL(33)5565

　TEL(43)1178
①白鳥 内科脳・神経

総合

広告
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News Topics ま ち の
わ だ い

３月 15 日

赤こんリポート                                                      馬場 利男リポーター

東日本大震災の10年間をふりかえって

赤こんリポート                                         　　        東 恵子リポーター

　近江八幡市では、ボランティアでつながる頼もしい「お
やじ連」の皆さんが観光スポットや名所・旧跡などの整備
をしておられます。市民を見守るようにいつもそこにある

「八幡山」も「八幡山の景観を良くする会 ( 八景会 )」が第
3 木曜日に整備作業をしているそうです。2017 年から始
まった「石垣見える化プロジェクト」で、雑木に覆われて
いた豊臣秀次公ゆかりの城址の西の丸・出丸の石垣が、はっ
きり見えるようになりました。ふもとでは、「白鳥川の景
観を良くする会 ( 景観隊 )」が手入れをし、ぼんぼりを点
灯しておられる桜が咲き誇っていました。

石垣見える化で「八幡山城」が身近に

　大規模災害から学ぶ地域の防災力について、近江八幡市
赤十字奉仕団が 3 月 13 日、ひまわり館で防災講演会を行
いました。自治会役員や民生児童委員、赤十字奉仕団員が
参加し「～自助・共助で守る『自守防災』～」というテー
マで開催。講師に滋賀県防災支援赤十字奉仕団の中村準一
さんを迎え、日常の暮らしの中で非常時の防災・減災の備
えを意識すること、地域での「避難スイッチ」の 3 つの
材料「情報」・「身近な異変」・「人からの叫びかけや声かけ」
や避難先を分散することなどの報告がありました。一人ひ
とりが「自守防災」を行うことが大切だと考えさせられた
勉強会でした。また、この日は大震災当時のパネル展示も
開催されました。

中江しげ子さんに文部科学大臣表彰

　地域における社会教育活動の推進に多年にわたり功労の
あった人を表彰する文部科学省の社会教育功労者表彰を中
江しげ子さん（鷹飼町）が受賞されました。中江さんは、
平成 13 年から市地域女性団体連合会会長に、また平成
23 年からは県地域女性団体連合会常任理事に就任し女性
の地域活動のリーダーとして精力的に活動するほか、少年
補導委員や市社会教育委員、市人権尊重推進協議会女性活
動部会長など数多くの役職を歴任し多方面で活動されてい
ます。

4 月 8 日

安田小夜子さんに総務大臣感謝状

　令和 3 年 3 月 31 日で任期満了により行政相談委員を退
任された安田小夜子さん（安土町西老蘇）に、総務大臣感
謝状が贈呈されました。安田さんは、38 年半勤めた旧安
土町役場での経験を生かし、平成 23 年から行政相談委員
に就任され 10 年間務められました。在任中は、毎月市役
所内に開設する行政相談所で、市民からのさまざまな困り
ごとや相談への助言や、相談者と行政の架け橋となって活
躍され、行政相談制度の発展に寄与されてきました。

ますます歩きやすくなった沖島の散策道

３月 29 日

オープンに花を添える坪井さんのサッカー教室

4 月 4 日

　今春オープンした市立健康ふれあい公園サッカー場の
オープニングイベントで、サッカー元日本代表の坪井慶介
さんが指導するサッカー教室が開かれ、市内外から小学 1
～ 3 年生の 43 人が参加。子どもたちは、サッカーで大切
な基本姿勢や左右に素早く動くステップの指導を受けた
り、サッカーボールを使った「だるまさんが転んだ」など
を行ったりした後、ボールを２つ使用した試合形式でドリ
ブルやパス、シュートの練習を行いました。坪井さんが華
麗なドリブルやシュートを披露すると、子どもたちや周囲
で見守る保護者から大きな歓声が上がりました。

4 月 6 日

信長隊安土衆の活動に認定証を授与
　織田信長や武将、姫たちに扮して、誘客や観光 PR 活動
に取り組む「おもてなし武将隊 信長隊安土衆」。この活動
を本市が後援するため、小西市長が認定証を授与しました。

（一社）近江八幡観光物産協会で平成 25 年 3 月に発足し
た武将隊は、安土城天主 信長の館や安土城跡などで観光客
をもてなしたり、県内外での歴史イベントに参加したりし
て本市の魅力を伝えています。この認定で武将隊は「かぶ
との緒を締め、観光客の笑顔が増えるよう精進したい」と
決意を新たにしていました。

３月 19 日

福祉事業所にリユースパソコンを寄贈

　大阪ガス株式会社とグループ企業の株式会社オージス総
研が、障がい者の活動支援に役立ててと、市内の 2 か所
の障がい福祉事業所にリユースされたパソコンをそれぞれ
1 台ずつ寄贈されました。企業が業務で使用していたパソ
コンを草津市内の施設で再生し、パソコンを必要とする県
内の福祉事業所に 10 年前から寄贈されているもので、市
内の事業所にはこれまでに 8 台寄贈されています。障が
い福祉事業所ではリモート会議などに活用されます。

　沖島町自治会が市の補助事業である「里山再生整備事業」
で「里山の再整備」と「林道・散策道の再整備」に平成
31 年度から 3 年間にわたって取り組まれています。この
事業では、企業ボランティアとして参画する奥井総建と同
自治会が一体となって、沖島小学校から厳島神社までの散
策道に架かる橋を整備されており、令和 2 年度は沖島小学
校から数えて 8 本目の橋の改修工事が完了。同社の功績に
対し同自治会から感謝状が贈呈されたあと、改修された橋
が披露され関係者が渡り初めを行いました。
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　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、本紙掲載の催しが急に中止や
延期になる場合があります。開催の可否は事前に担当課または主催者へご確
認ください。また、最新情報は、市のホームページ https://www.city.
omihachiman.lg.jp/ で随時発信しておりますので、ご確認をお願いします。

人口と世帯 令和 3 年 4 月 1 日現在 
                      (    ) は前月比

　

近
江
八
幡
偉
人
伝
の
第
２
回
目
は
、

国
学
者
・
内
池
永
年
を
紹
介
し
ま
す
。

　

永
年
は
、
八
幡
商
人
の
ひ
と
り
内

池
与
十
郎
家
の
８
代
目
当
主
に
あ
た

り
ま
す
。
内
池
与
十
郎
家
は
小
幡
町

中
に
本
店
を
持
ち
、
17
世
紀
後
半
頃
、

奥
州
街
道
の
宿
場
町
で
あ
る
瀬せ
の
う
え上
宿

（
現
在
の
福
島
県
福
島
市
）
に
出
店

を
構
え
、
呉
服
・
茶
な
ど
の
販
売
や

酒
造
・
醤
油
醸
造
な
ど
を
営
ん
で
い

ま
し
た
。

　

永
年
は
宝ほ

う
れ
き暦

13
（
１
７
６
３
）
年

岩い
わ
く
ら倉
村
（
馬
淵
町
）
の
郷
士
・
中
村

政
富
の
三
男
に
生
ま
れ
、
幼
く
し
て

内
池
家
７
代
与
十
郎
の
養
子
と
な
り

ま
し
た
。
福
島
・
瀬
上
に
移
っ
た
永

年
は
16
歳
で
養
父
を
失
い
、
養
母
の

兄
・
船
橋
清
左
衛
門
を
後
見
人
と
し

て
家
業
に
精
勤
し
、
や
が
て
独
り
立

ち
し
て
、
八
幡
に
住
む
養
父
母
の
三

女
と
結
婚
し
ま
し
た
。
八
幡
と
の
間

を
往
来
し
な
が
ら
も
、
み
ち
の
く
の

地
で
単
身
商
い
に
励
む
永
年
は
先
々

代
よ
り
経
営
状
況
が
悪
化
し
て
い
た

同
家
を
再
興
し
、
寛か
ん
せ
い政

11(

１
７
９
９
）

年
、
妻
子
と
母
を
八
幡
か
ら
呼
び
寄

せ
、
福
島
に
永
住
し
ま
す
。

　

享き
ょ
う
わ和
２
（
１
８
０
２
）
年
39
歳
で

隠
居
し
た
永
年
は
、
隠
居
料
年
間
20

両
を
糧
に
学
問
に
励
み
ま
し
た
。
文ぶ
ん

化か

９(

１
８
１
２)

年
49
歳
の
時
、
和

歌
山
藩
に
仕
え
て
い
た
国
学
者
・
本

居
大
平
（
本
居
宣の
り
な
が長
の
門
人
で
、
後

に
宣
長
の
養
子
と
な
り
本
居
家
を
継

い
だ
）
に
入
門
し
ま
し
た
。
ま
た
、

福
島
で
は
、
国
学
・
和
歌
同
好
の
集

団
「
み
ち
の
く
社
中
」
を
主
宰
し
ま

し
た
。
た
だ
し
、
活
動
は
福
島
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
師
匠
で
あ
る
本
居

大
平
を
和
歌
山
ま
で
訪
ね
る
際
に
は
、

京
都
や
ふ
る
さ
と
近
江
の
ゆ
か
り
の

地
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

永
年
は
、
著
書
も
多
数
残
し
て
お

り
、
師
で
あ
る
本
居
大
平
の
指
導
も

あ
っ
て
奥
州
と
近
江
、
つ
ま
り
彼
に

と
っ
て
ふ
た
つ
の
ふ
る
さ
と
に
関
す

る
地
誌
や
、
民
俗
調
査
の
記
録
な
ど

を
い
く
つ
か
書
き
記
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、『
磐
梯
考 

近
江
国
湖
考
』

で
は
、
磐
梯
湖
す
な
わ
ち
猪
苗
代
湖

と
近
江
国
湖
す
な
わ
ち
琵
琶
湖
を
取

り
上
げ
、
そ
の
語
源
を
考
証
し
て
い

ま
す
。『
磐
梯
考 

市
辺
皇
子
陵
考 

岩

窟
考
神
社
考
追
考
』
で
は
、
前
述
の

猪
苗
代
湖
と
現
在
の
東
近
江
市
に
あ

る
市
辺
押
磐
皇
子
御
陵
と
近
江
国
蒲

生
郡
岩
倉
、
そ
の
ほ
か
蒲
生
郡
内
神

社
に
つ
い
て
考
証
を
し
て
い
ま
す
。

特
に
「
岩
窟
考
」
は
、
永
年
の
出
身

地
で
あ
る
岩
倉
村
の
馬
見
岡
神
社
の

祭
祀
に
関
わ
る
多
く
の
事
項
に
つ
い

て
考
証
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
養
的
、

時
事
的
情
報
を
書
き
記
し
た
「
内
池

随
筆
」
で
は
、
ロ
シ
ア
船
の
漂
流
や

大
塩
平
八
郎
の
乱
と
そ
れ
に
よ
る
大

坂
の
状
況
に
つ
い
て
記
し
て
お
り
、

こ
の
あ
た
り
は
、
本
居
大
平
門
人
で

あ
る
文
人
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
各
地
の
近
江

商
人
や
飛
脚
問
屋
な
ど
、
永
年
自
身

の
八
幡
商
人
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
駆
使
し
て
、
書
き
記
し
た
も
の

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

永
年
は
、
嘉か
え
い永
元
（
１
８
４
８
）
年

86
歳
と
い
う
長
寿
で
そ
の
生
涯
を
終

え
ま
す
が
、
同
家
は
、
現
在
も
旧
瀬

上
宿
の
奥
州
街
道
沿
い
に「
近
江
屋
」

の
屋
号
で
店
を
構
え
て
い
ま
す
。

内う

ち

い

け池 

永な

が

と

し年

総数　82,213 人     ( ｰ 109)
男　　40,399 人     ( ｰ   76)
女　　41,814 人     ( ｰ   33)
世帯　34,648世帯 (+   75)

※外国人住民 (43カ国・地域／ 1,588 人 ) を含みます。

近
江
八
幡
偉
人
伝
②

―
み
ち
の
く
で
活
躍
し
た
文
人
商
人
―

現在も福島市旧瀬上宿にある内池永年ご子孫の店舗

内池家が故郷を思い、瀬上宿に創建した

廣旗八幡宮（拝殿扁額）


